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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ロードサイドユニット（ＲＳＵ）上での方法であって、
　基地局から、インシデント情報を含むポイントツーマルチポイントブロードキャストを
受信することと、ここにおいて、前記インシデント情報は、別のＲＳＵからの第１のビー
クルツーＸ（Ｖ２Ｘ）メッセージからのものである、
　前記ポイントツーマルチポイントブロードキャストにおいて受信された前記インシデン
ト情報をブロードキャストすることと、
　インシデント情報を含む第２のＶ２Ｘメッセージを受信することと、前記第２のＶ２Ｘ
メッセージは、ユーザ機器（ＵＥ）から受信され、前記ポイントツーマルチポイントブロ
ードキャストおよび前記第１のＶ２Ｘメッセージの前に生じる、
　ネットワークエンティティに前記第２のＶ２Ｘメッセージに含まれる前記インシデント
情報を送ることと、
　前記第２のＶ２Ｘメッセージに含まれる前記インシデント情報をブロードキャストする
ことと、
　前記ポイントツーマルチポイントブロードキャストから受信された前記インシデント情
報をブロードキャストすると、前記第２のＶ２Ｘメッセージに含まれる前記インシデント
情報をブロードキャストすることを控えることと
　を備える方法。
【請求項２】
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　前記インシデント情報を含む前記ポイントツーマルチポイントブロードキャストを受信
する前に、
　　前記ユーザ機器（ＵＥ）から前記第２のビークルツーＸ（Ｖ２Ｘ）メッセージを受信
することと、
　　前記第２のＶ２Ｘメッセージに関連付けられた前記インシデント情報をブロードキャ
ストすることと、
　　前記ポイントツーマルチポイントブロードキャストのための前記ネットワークエンテ
ィティに前記第２のＶ２Ｘメッセージに関連付けられた前記インシデント情報を送ること
と
　をさらに備える、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記ポイントツーマルチポイントブロードキャストは、マルチメディアブロードキャス
トマルチキャストサービス（ＭＢＭＳ）ブロードキャストを備える、請求項１または２に
記載の方法。
【請求項４】
　前記ポイントツーマルチポイントブロードキャストは、単一セルポイントツーマルチポ
イント（ＳＣ－ＰＴＭ）ブロードキャストを備える、請求項１または２に記載の方法。
【請求項５】
　前記第２のＶ２Ｘメッセージに含まれる前記インシデント情報は、バックホール上で前
記ネットワークエンティティに送られる、請求項１または２に記載の方法。
【請求項６】
　前記受信されたポイントツーマルチポイントブロードキャストに含まれる前記インシデ
ント情報および前記第２のＶ２Ｘメッセージに含まれる前記インシデント情報は、同一で
ある、請求項１または２に記載の方法。
【請求項７】
　前記受信されたポイントツーマルチポイントブロードキャストに含まれる前記インシデ
ント情報は、前記第２のＶ２Ｘメッセージに含まれる前記インシデント情報と第３のＶ２
Ｘメッセージに関連付けられた情報とを含み、前記第３のＶ２Ｘメッセージは、前記ＵＥ
とは異なるＵＥからのものである、請求項１または２に記載の方法。
【請求項８】
　前記第２のＶ２Ｘメッセージは、ＭＢＭＳブロードキャストに同調するためのブートス
トラッピング情報を含む、請求項１または２に記載の方法。
【請求項９】
　ワイヤレス通信のための装置であって、前記装置は、ロードサイドユニット（ＲＳＵ）
であり、
　メモリと、
　前記メモリに結合され、および
　　基地局から、インシデント情報を含むポイントツーマルチポイントブロードキャスト
を受信することと、ここにおいて、前記インシデント情報は、別のＲＳＵからの第１のビ
ークルツーＸ（Ｖ２Ｘ）メッセージからのものである、
　　前記ポイントツーマルチポイントブロードキャストにおいて受信された前記インシデ
ント情報をブロードキャストすることと、
　　インシデント情報を含む第２のＶ２Ｘメッセージを受信することと、前記Ｖ２Ｘメッ
セージは、ユーザ機器（ＵＥ）から受信され、前記ポイントツーマルチポイントブロード
キャストおよび前記第１のＶ２Ｘメッセージの前に生じる、
　　ネットワークエンティティに前記第２のＶ２Ｘメッセージに含まれる前記インシデン
ト情報を送ることと、
　　前記第２のＶ２Ｘメッセージに含まれる前記インシデント情報をブロードキャストす
ることと、
　　前記ポイントツーマルチポイントブロードキャストから受信された前記インシデント
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情報をブロードキャストすると、前記第２のＶ２Ｘメッセージに含まれる前記インシデン
ト情報をブロードキャストすることを控えることと
　を行うように構成された、少なくとも１つのプロセッサと、
　を備える装置。
【請求項１０】
　前記少なくとも１つのプロセッサは、前記インシデント情報を含む前記ポイントツーマ
ルチポイントブロードキャストを受信する前に、
　　前記ユーザ機器（ＵＥ）から前記第２のビークルツーＸ（Ｖ２Ｘ）メッセージを受信
することと、
　　前記第２のＶ２Ｘメッセージに関連付けられたインシデント情報をブロードキャスト
することと、
　　前記ポイントツーマルチポイントブロードキャストのための前記ネットワークエンテ
ィティに前記第２のＶ２Ｘメッセージに関連付けられた前記インシデント情報を送ること
と
　を行うようにさらに構成された、請求項９に記載の装置。
【請求項１１】
　前記ポイントツーマルチポイントブロードキャストは、
　マルチメディアブロードキャストマルチキャストサービス（ＭＢＭＳ）ブロードキャス
ト単一セルポイントツーマルチポイント（ＳＣ－ＰＴＭ）ブロードキャスト
　を備える、請求項９または１０に記載の装置。
【請求項１２】
　前記少なくとも１つのプロセッサは、バックホール上で前記ネットワークエンティティ
に、前記第２のＶ２Ｘメッセージに含まれる前記インシデント情報を送るようにさらに構
成される、請求項９または１０に記載の装置。
【請求項１３】
　前記ポイントツーマルチポイントブロードキャストから受信された前記インシデント情
報および前記第２のＶ２Ｘメッセージに含まれる前記インシデント情報は、同一である、
請求項９または１０に記載の装置。
【請求項１４】
　前記ポイントツーマルチポイントブロードキャストから受信された前記インシデント情
報は、前記第２のＶ２Ｘメッセージに含まれる前記インシデント情報と第３のＶ２Ｘメッ
セージに関連付けられた情報とを含み、前記第３のＶ２Ｘメッセージは、前記ＵＥとは異
なるＵＥからのものである、請求項９または１０に記載の装置。
【請求項１５】
　前記第２のＶ２Ｘメッセージは、ＭＢＭＳブロードキャストに同調するためのブートス
トラッピング情報を含む、請求項９または１０に記載の装置。
【発明の詳細な説明】
【関連出願の相互参照】
【０００１】
　[0001]　本出願は、「POINT-TO-MULTIPOINT BROADCAST ASSISTED VEHICLE-TO-X BROADC
AST」と題され、２０１５年３月２７日に出願された米国特許仮出願第６２／１３９、２
００号、「BOOTSTRAPPING MBMS FROM A V2X PROXIMITY BROADCAST」と題され、２０１５
年３月２７日に出願された米国特許仮出願第６２／１３９、１５７号、および「POINT-TO
-MULTIPOINT BROADCAST ASSISTED VEHICLE-TO-X BROADCAST」と題され、２０１６年３月
２４日に出願された、米国特許出願第１５／０８０、４４３号の利益を主張し、それらは
、それら全体が参照によって本明細書に明確に組み込まれる。
【背景技術】
【０００２】
　[0002]　本開示は、一般に通信システム、さらに特には、ポイントツーマルチポイント
ブロードキャストおよび／またはビークルツーＸブロードキャストを使用する通信システ
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ムに関連する。
【０００３】
　[0003]　ワイヤレス通信システムは、電話通信（telephony）、ビデオ、データ、メッ
セージング、およびブロードキャストのような様々な電気通信サービスを提供するために
広く展開されている。典型的なワイヤレス通信システムは、利用可能なシステムリソース
を共有することによって、複数のユーザとの通信をサポートする能力がある（capable of
）多元接続技術を採用し（employ）得る。このような多元接続技術の例は、符号分割多元
接続（ＣＤＭＡ）システム、時分割多元接続（ＴＤＭＡ）システム、周波数分割多元接続
（ＦＤＭＡ）システム、直交周波数分割多元接続（ＯＦＤＭＡ）システム、シングルキャ
リア周波数分割多元接続（ＳＣ－ＦＤＭＡ）システム、および時分割同期符号分割多元接
続（ＴＤ－ＳＣＤＭＡ）システムを含む。
【０００４】
　[0004]　これらの多元接続技術は、異なるワイヤレスデバイスが、都市、国家、地域、
さらには地球レベルで通信することを可能にする共通プロトコルを提供するために、様々
な電気通信規格において導入されてきた。例となる電気通信規格が、ロングタームエボリ
ューション（ＬＴＥ（登録商標））である。ＬＴＥは、第３世代パートナーシッププロジ
ェクト（３ＧＰＰ（登録商標））によって広められたユニバーサルモバイル電気通信シス
テム（ＵＭＴＳ）のモバイル規格に対する拡張（enhancement）のセットである。ＬＴＥ
は、ダウンリンク上ではＯＦＤＭＡを、アップリンク上ではＳＣ－ＦＤＭＡを、そして多
入力多出力（ＭＩＭＯ）アンテナ技術を使用して、改善されたスペクトル効率、下げられ
たコスト、および改善されたサービスを通じてモバイルブロードバンドアクセスをサポー
トするように設計される。しかしながら、モバイルブロードバンドアクセスに対する需要
が増え続けるにつれて、ＬＴＥ技術におけるさらなる改善の必要性が存在する。これらの
改善はまた、他のマルチ接続（multi-access）技術およびこれらの技術を採用する電気通
信規格に適用可能であり得る。
【０００５】
　[0005]　ビークルツーエニシング（vehicle-to-anything）（Ｖ２Ｘ）技術は、ビーク
ルと他のエンティティとの間の情報を交換するためのビークルの（vehicular）通信シス
テムを使用し、ロードサイドユニットを含む。Ｖ２Ｘは、ビークルの安全性を改善するた
め、および交通衝突（traffic collisions）の過度の社会的およびプロパティのダメージ
コストを除外（eliminate）するために使用されることができる。加えて、Ｖ２Ｘは、リ
アルタイムの交通データを処理することによって、混雑を避けることおよびより良いルー
トを見つけることを手助けすることができる。その結果、これは、時間を節約し、燃料効
率を改善し、重要な経済上および環境上の利点を有する。
【０００６】
　[0006]　Ｖ２Ｘは、２つのクラスの関連するサービス、Ｖ２Ｖ（ビークルツービークル
）サービスおよびＶ２Ｉ（ビークルツーインフラストラクチャ）サービスを含み得る。両
方のサービスにおいて、車（a car）が、それの周辺と通信することができる場合、重要
な安全性、モビリティおよび環境上の利益がある。
【０００７】
　[0007]　いくつかの事例において、Ｖ２Ｘシステムは、警告メッセージを送り得る。警
告メッセージは、たとえば、２００メートルから３００メートルの短い距離にわたって送
られ得る。しかしながら、警告メッセージは、より広い距離にわたって役に立ち得る。い
くつかの事例において、システムは、ネットワークエンティティを通じてより豊富なセッ
トのデータを送信して、それ故、道路のオペレータおよび商業的サービスのための重要な
「フィールドから中央への（field to center）」通信を可能にするために、Ｖ２Ｘ近接
ブロードキャストからのマルチメディアブロードキャストマルチキャストサービス（ＭＢ
ＭＳ）を使用し得る。これは、より広範囲な（comprehensive）ローカルおよび地域のメ
ッセージが安全性およびモビリティならびに環境上の責務を強化することを可能にする。
追加的に、ＭＢＭＳ　Ｖ２Ｘサービスは、商業的な価値を有する、運転手へのおよび運転
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手からのデータを提供することができる。ユーザ機器（ＵＥ）のような電子通信デバイス
は、ＭＢＭＳ送信に気づいていない可能性があり、ＭＢＭＳ送信に同調することを可能に
するためにブートストラッピングを必要とする。
【発明の概要】
【０００８】
　[0008]　そのような態様の基本的な理解を提供するために、下記は、１つまたは複数の
態様の簡略化された概要を提示する。この概要は、全ての熟考された態様の広範な概観で
はなく、全ての態様の鍵となる要素または重大な要素を識別することも、任意の態様また
は全ての態様の範囲を叙述する（delineate）とも意図されない。それの唯一の目的は、
後に提示されるより詳細な説明への前置きとして、簡略化された形態で１つまたは複数の
態様のいくつかの概念を提示することである。
【０００９】
　[0009]　上記で述べられるように、いくつかの事例において、Ｖ２Ｘシステムは、たと
えば、２００メートルから３００メートルの、短い距離にわたって警告メッセージを送り
得る。しかしながら、警告メッセージは、より広い距離にわたって役に立ち得る。したが
って、本明細書で説明されるいくつかのシステムおよび方法は、警告がより広いエリアに
わたって送信されることを可能にし得る。その上、いくつかの事例において、システムは
、Ｖ２Ｘ近接ブロードキャストからのＭＢＭＳを使用し得る。ＵＥのような、電子通信デ
バイスは、ＭＢＭＳに気づいていない可能性がある。したがって、本明細書に説明された
いくつかのシステムおよび方法は、Ｖ２Ｘメッセージのペイロードにブートストラッピン
グ情報を含め得る。ブートストラッピング情報は、ビークルにおける通信デバイスがＭＢ
ＭＳ送信に同調することを可能にするために使用され得る。
【００１０】
　[0010]　本開示の一態様において、方法、コンピュータ読み取り可能媒体、および装置
が提供される。装置は、ロードサイドユニット（ＲＳＵ）であり得る。ＲＳＵは、ＵＥか
らＶ２Ｘメッセージを受信する。加えて、ＲＳＵは、Ｖ２Ｘメッセージに関連付けられた
情報をブロードキャストする。追加的に、ＲＳＵは、ポイントツーマルチポイントブロー
ドキャストのためのネットワークエンティティにＶ２Ｘメッセージに関連付けられた情報
を送る。
【００１１】
　[0011]　本開示の別の態様において、別の方法、コンピュータ読み取り可能媒体、およ
び装置が提供される。装置は、ＲＳＵであり得る。ＲＳＵは、第１のＶ２Ｘメッセージか
らの情報を含むポイントツーマルチポイントブロードキャストを受信する。加えて、ＲＳ
Ｕは、ポイントツーマルチポイントブロードキャストにおいて受信された第１のＶ２Ｘメ
ッセージに関連付けられた情報をブロードキャストする。
【００１２】
　[0012]　本開示の別の態様において、別の方法、コンピュータ読み取り可能媒体、およ
び装置が提供される。装置は、ＲＳＵであり得る。ＲＳＵは、ＲＳＵにおけるポイントツ
ーマルチポイントブロードキャストに関する情報を受信する。ポイントツーマルチポイン
トブロードキャストに関する情報は、ポイントツーマルチポイントブロードキャストに同
調するための情報を含む。ＲＳＵは、ポイントツーマルチポイントブロードキャストに関
する情報を含む第１のＶ２Ｘメッセージをブロードキャストする。
【００１３】
　[0013]　一例において、ポイントツーマルチポイントブロードキャストは、ＭＢＭＳブ
ロードキャストを含む。一例において、ポイントツーマルチポイントブロードキャストは
、シングルセルポイントツーマルチポイント（ＳＣ－ＰＴＭ）ブロードキャストを含む。
【００１４】
　[0014]　ＲＳＵは、インシデントの詳細を含む第２のＶ２Ｘメッセージをさらに受信し
得る。加えて、ＲＳＵは、ネットワークエンティティにインシデントの詳細をさらに送信
し得る。追加的に、ポイントツーマルチポイントブロードキャストに関する受信された情
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報は、送信されたインシデントの詳細に関連付けられ得る。
【００１５】
　[0015]　一例において、インシデントの詳細は、バックホール上でネットワークエンテ
ィティに送信される。一例において、第１のＶ２Ｘメッセージをブロードキャストするこ
とは、ポイントツーマルチポイントブロードキャストに関する情報を受信することに応答
するものである。一例において、ポイントツーマルチポイントブロードキャストは、ネッ
トワークエンティティに送信されたインシデントの詳細を含む。一例において、ポイント
ツーマルチポイントブロードキャストは、マルチメディアコンテンツを含む継続中の（on
going）ポイントツーマルチポイントブロードキャストを含む。
【００１６】
　[0016]　本開示の別の態様において、別の方法、コンピュータ読み取り可能媒体、およ
び装置が提供される。装置は、ネットワークエンティティであり得る。ネットワークエン
ティティは、ＲＳＵからインシデントに関する送信を受信し得る。ネットワークエンティ
ティは、ＲＳＵからのインシデントに関する受信された送信に基づいて、ポイントツーマ
ルチポイントブロードキャストを確立し得る。
【００１７】
　[0017]　一例において、ポイントツーマルチポイントブロードキャストは、ＭＢＭＳブ
ロードキャストを含む。一例において、ポイントツーマルチポイントブロードキャストは
、ＳＣ－ＰＴＭブロードキャストを含む。
【００１８】
　[0018]　ネットワークエンティティは、ＲＳＵにＭＢＭＳブロードキャストに関する情
報をさらに送信し得る。ＭＢＭＳブロードキャストに関する情報は、ＭＢＭＳブロードキ
ャストに同調するための情報を含み得る。一例において、ＭＢＭＳブロードキャストに関
する情報は、バックホール上でＲＳＵに送信され得る。
【００１９】
　[0019]　前述の目的および関連する目的の達成のために、１つまたは複数の態様は、後
に十分に説明され、特許請求の範囲内において特に指摘される特徴を備える。次の説明お
よび付属の図面は、１つまたは複数の態様のある特定の例示的な特徴を詳細に記載する。
しかしながら、これらの特徴は、様々な態様の原理が採用され得る様々な手法のほんの一
部を示しており、この説明は、全てのそのような態様およびそれらの同等物を含むよう意
図される。
【図面の簡単な説明】
【００２０】
【図１】[0020]　図１は、ワイヤレス通信システムおよびアクセスネットワークの例を例
示する図である。
【図２Ａ】[0021]　図２Ａは、ＤＬフレーム構造のＬＴＥの例を例示する図である。
【図２Ｂ】図２Ｂは、ＤＬフレーム構造内のＤＬチャネルのＬＴＥの例を例示する図であ
る。
【図２Ｃ】図２Ｃは、ＵＬフレーム構造のＬＴＥの例を例示する図である。
【図２Ｄ】図２Ｄは、ＵＬフレーム構造内のＵＬチャネルのＬＴＥの例を例示する図であ
る。
【図３】[0022]　図３は、アクセスネットワークにおける進化型ノードＢ（ｅＮＢ：an e
volved Node B）およびＵＥの例を例示する図である。
【図４Ａ】[0023]　図４Ａは、アクセスネットワークにおけるマルチキャストブロードキ
ャスト単一周波数ネットワークエリアの例を例示する図である。
【図４Ｂ】[0024]　図４Ｂは、マルチキャストブロードキャスト単一周波数ネットワーク
における発展型（evolved）マルチメディアブロードキャストマルチキャストサービスの
チャネル構成の例を例示する図である。
【図４Ｃ】[0025]　図４Ｃは、マルチキャストチャネル（ＭＣＨ）スケジューリング情報
（ＭＳＩ）媒体アクセス制御の制御要素（a Multicast Channel (MCH) Scheduling Infor
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mation (MSI) Medium Access Control control element）のフォーマットを例示する図で
ある。
【図５】[0026]　図５は、この開示の例に従った、ワイヤレスピアツーピア通信システム
を例示する図である。
【図６】[0027]　図６は、この開示の例に従った、いくつかの（a number of）通信デバ
イスを含む地理的エリアを例示する図である。
【図７】[0028]　図７は、この開示の例に従った、別の数の（another number of）通信
デバイスを含む地理的エリアを例示する図である。
【図８】[0029]　図８は、この開示の例に従った、さらに別の数の通信デバイスを含む地
理的エリアを例示する図である。
【図９】[0030]　図９は、この開示の例に従った、通信システムによってカバーされた地
理的エリアを例示する図である。
【図１０】[0031]　図１０は、この開示の例に従った、Ｖ２Ｘ近接ブロードキャストから
のブートストラッピングＭＢＭＳに関連するメッセージフローを例示する図である。
【図１１】[0032]　図１１は、この開示の例に従った、別の通信システムによってカバー
される地理的エリアを例示する図である。
【図１２】[0033]　図１２は、この開示の例に従った、ＲＳＵを含む、例となるＭＢＭＳ
およびＬＴＥアーキテクチャを例示する図である。
【図１３】[0034]　図１３は、この開示の例に従った、ワイヤレス通信の方法のフローチ
ャートである。
【図１４】[0035]　図１４は、この開示の例に従った、ワイヤレス通信の方法の別のフロ
ーチャートである。
【図１５】[0036]　図１５は、この開示の例に従った、ワイヤレス通信の方法の別のフロ
ーチャートである。
【図１６】[0037]　図１６は、この開示の例に従った、ワイヤレス通信の方法の別のフロ
ーチャートである。
【図１７】[0038]　図１７は、例となる装置において、異なる手段／コンポーネント間の
データフローを例示する概念的なデータフロー図である。
【図１８】[0039]　図１８は、処理システムを採用する装置についてのハードウェアイン
プリメンテーションの例を例示する図である。
【図１９】[0040]　図１９は、処理システムを採用する装置についてのハードウェアイン
プリメンテーションの例を例示する別の図である。
【詳細な説明】
【００２１】
　[0041]　添付された図面に関連して以下に記載される詳細な説明は、様々な構成の説明
として意図され、ここに説明される概念が実現され得るのはこれらの構成においてのみで
あることを表すようには意図されない。詳細な説明は、様々な概念の完全な理解を提供す
ることを目的とした特定の詳細を含む。しかしながら、これらの概念がこれらの特定の詳
細なしで実現され得ることは、当業者に明らかであろう。いくつかの実例では、周知の構
造およびコンポーネントが、このような概念を不明確にすることを避けるために、ブロッ
ク図形式で示される。
【００２２】
　[0042]　ここでは、電気通信システムの幾つかの態様が、様々な装置および方法に準拠
して提示される。これらの装置および方法は、後続の詳細な説明において説明され、添付
の図面において、様々なブロック、コンポーネント、回路、処理、アルゴリズム等（集合
的に、「要素」と呼ばれる）によって例示される。これらの要素は、電子ハードウェア、
コンピュータソフトウェア、またはそれらの任意の組み合わせを使用してインプリメント
され得る。そのような要素が、ハードウェアとしてインプリメントされるか、またはソフ
トウェアとしてインプリメントされるかは、特定の用途、およびにシステム全体に課され
る設計制約に依存する。



(8) JP 6689876 B2 2020.4.28

10

20

30

40

50

【００２３】
　[0043]　例として、エレメント、またはエレメントの任意の一部、あるいはエレメント
の任意の組み合わせは、１つまたは複数のプロセッサを含む「処理システム」としてイン
プリメントされ得る。複数のプロセッサの例は、マイクロプロセッサ、マイクロコントロ
ーラ、グラフィック処理ユニット（ＧＰＵ）、中央処理ユニット（ＣＰＵ）、アプリケー
ションプロセッサ、デジタルシグナルプロセッサ（ＤＳＰ）、縮小命令セットコンピュー
ティング（ＲＩＳＣ）プロセッサ、システム・オン・チップ（ＳｏＣ）、ベースバンドプ
ロセッサ、フィールドプログラマブルゲートアレイ（ＦＰＧＡ）、プログラマブルロジッ
クデバイス（ＰＬＤ）、ステートマシン、ゲートロジック、離散ハードウェア回路、およ
びこの開示の全体に記載される様々な機能性を行うように構成される他の適したハードウ
ェアを含む。処理システム内の１つまたは複数のプロセッサは、ソフトウェアを実行し得
る。ソフトウェア、ファームウェア、ミドルウェア、マイクロコード、ハードウェア記述
言語、またはその他の呼称に関係なく、ソフトウェアは、命令、命令セット、コード、コ
ードセグメント、プログラムコード、プログラム、サブプログラム、ソフトウェアコンポ
ーネント、アプリケーション、ソフトウェアアプリケーション、ソフトウェアパッケージ
、ルーチン、サブルーチン、オブジェクト、実行ファイル、実行スレッド、プロシージャ
、ファンクション（functions）等を意味するように広く解釈されるべきである。
【００２４】
　[0044]　したがって、１つまたは複数の例となる実施形態において、説明された機能は
、ハードウェア、ソフトウェア、またはそれらの任意の組み合わせ内においてインプリメ
ントされ得る。ソフトウェアにインプリメントされる場合、これら機能は、コンピュータ
読み取り可能媒体上に、１つまたは複数の命令あるいはコードとして記憶され得るか、あ
るいは符号化され得る。コンピュータ読み取り可能媒体は、コンピュータ記憶媒体を含む
。記憶媒体は、コンピュータによってアクセスされることができる任意の利用可能な媒体
であり得る。限定ではなく例として、そのようなコンピュータ読み取り可能媒体は、ラン
ダムアクセスメモリ（ＲＡＭ）、読み出し専用メモリ（ＲＯＭ）、電気的消去可能プログ
ラマブルＲＯＭ（ＥＥＰＲＯＭ（登録商標））、光ディスク記憶装置、磁気ディスク記憶
装置、他の磁気記憶デバイス、コンピュータ読み取り可能媒体の前述のタイプの組み合わ
せ、あるいはコンピュータによってアクセスされることができるデータ構造または命令の
形式でコンピュータ実行可能コードを記憶するために使用されることができる任意の他の
媒体を備えることができる。
【００２５】
　[0045]　図１は、ワイヤレス通信システムおよびアクセスネットワーク１００の例を例
示する図である。ワイヤレス通信システム（また、ワイヤレスワイドエリアネットワーク
（ＷＷＡＮ）とも呼ばれる）は、基地局１０２、ＵＥ１０４、および発展型パケットコア
（ＥＰＣ：Evolved Packet Core）１６０を含む。基地局１０２は、マクロセル（高電力
セルラ基地局）および／またはスモールセル（低電力セルラ基地局）を含み得る。マクロ
セルは、ｅＮＢを含む。スモールセルは、フェムトセル、ピコセル、およびマイクロセル
を含む。
【００２６】
　[0046]　基地局１０２（集合的に、発展型ユニバーサルモバイルテレコミュニケーショ
ンシステム（ＵＭＴＳ）地上波無線アクセスネットワーク（Ｅ－ＵＴＲＡＮ）と呼ばれる
）は、バックホールリンク１３２（たとえば、Ｓ１インタフェース）を通じて、ＥＰＣ１
６０にインタフェースする。他の機能に加えて、基地局１０２は、次の機能、ユーザデー
タの転送、無線チャネルの暗号化および暗号解読、完全性保護、ヘッダ圧縮、モビリティ
制御機能（たとえば、ハンドオーバ、デュアルコネクティビティ）、インターセル干渉調
整、接続セットアップおよびリリース、ロードバランシング、非アクセス層（ＮＡＳ：no
n-access stratum）メッセージの配信、ＮＡＳノード選択、同期、無線アクセスネットワ
ーク（ＲＡＮ）共有、ＭＢＭＳ、加入者および機器のトレース、ＲＡＮ情報管理（ＲＩＭ
：RAN information management）、ページング、ポジショニング、および警告メッセージ
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の配信のうちの１つまたは複数を行い得る。基地局１０２は、バックホールリンク１３４
（たとえば、Ｘ２インタフェース）上で互いに直接的にまたは間接的に（たとえば、ＥＰ
Ｃ１６０を通じて）通信し得る。バックホールリンク１３４は、ワイヤードまたはワイヤ
レスであり得る。
【００２７】
　[0047]　基地局１０２は、ＵＥ１０４とワイヤレスで通信し得る。基地局１０２の各々
は、それぞれの地理的カバレッジエリア１１０に対して通信カバレッジを提供し得る。重
複している地理的カバレッジエリア１１０が存在し得る。たとえば、スモールセル１０２
’は、１つまたは複数のマクロ基地局１０２の地理的カバレッジエリア１１０と重複する
カバレッジエリア１１０’を有し得る。スモールセルおよびマクロセルの両方を含むネッ
トワークは、異種ネットワークとして知られている可能性がある。異種ネットワークはま
た、複数のホーム進化型ノードＢ（ＨｅＮＢ：Home Evolved Node Bs (eNBs)）を含み得
、それは、限定加入者グル―プ（ＣＳＧ：a closed subscriber group）として知られる
制限された（restricted）グループにサービスを提供し得る。基地局１０２とＵＥ１０４
との間の通信リンク１２０は、ＵＥ１０４から基地局１０２へのアップリンク（ＵＬ）（
またリバースリンクとも呼ばれる）送信および／または基地局１０２からＵＥ１０４への
ダウンリンク（ＤＬ）（また順方向リンクと呼ばれる）送信を含み得る。通信リンク１２
０は、空間多重化、ビームフォーミング、および／または送信ダイバーシチを含む、ＭＩ
ＭＯアンテナ技術を使用し得る。通信リンクは、１つまたは複数のキャリアを通じたもの
であり得る。基地局１０２／ＵＥ１０４は、各方向における送信に使用される合計Ｙｘ　
ＭＨｚ（ｘコンポーネントキャリア）までのキャリアアグリゲーションにおいて割り当て
られた１つのキャリアにつき、Ｙ　ＭＨｚ（たとえば、５、１０、１５、２０ＭＨｚ）帯
域幅までのスペクトルを使用し得る。キャリアは、互いに隣接し得るか、隣接していない
可能性がある。キャリアの割り当ては、（たとえば、より多いまたはより少ないキャリア
がＵＬよりはＤＬに割り当てられ得る）ＤＬおよびＵＬに関して非対称であり得る。コン
ポーネントキャリアは、プライマリコンポーネントキャリアおよび１つまたは複数のセカ
ンダリコンポーネントキャリアを含み得る。プライマリコンポーネントキャリアは、プラ
イマリセル（Ｐセル）と呼ばれ得、セカンダリコンポーネントキャリアは、セカンダリセ
ル（Ｓセル）と呼ばれ得る。
【００２８】
　[0048]　ワイヤレス通信システムは、５ＧＨｚのアンライセンスの（unlicensed）周波
数スペクトルにおける通信リンク１５４を介してＷｉ－Ｆｉ局（ＳＴＡ）１５２と通信状
態にあるＷｉ－Ｆｉアクセスポイント（ＡＰ）１５０をさらに含む。アンライセンスの周
波数スペクトルにおいて通信をするとき、ＳＴＡ１５２／Ｗｉ－Ｆｉ　ＡＰ１５０は、そ
のチャネルが利用可能かどうかを決定するために、通信をする前にクリアチャネルアセス
メント（ＣＣＡ：a clear channel assessment）を行い得る。
【００２９】
　[0049]　スモールセル１０２’は、ライセンスのおよび／またはアンライセンスの周波
数スペクトルにおいて、動作し得る。アンライセンスの周波数スペクトルにおいて動作す
るとき、スモールセル１０２’は、ＬＴＥを採用し得、Ｗｉ－Ｆｉ　ＡＰ１５０によって
使用されるのと同じ５ＧＨｚのアンライセンスの周波数スペクトルを使用する。アンライ
センスの周波数スペクトルにおいてＬＴＥを採用するスモールセル１０２’は、アクセス
ネットワークへのカバレッジをブーストし得、および／またはアクセスネットワークの容
量を増やし得る。アンライセンスのスペクトルにおけるＬＴＥは、ＬＴＥ－アンライセン
ス（ＬＴＥ－Ｕ：LTE（登録商標）-unlicensed）、ライセンス補助アクセス（ＬＡＡ：li
censed assisted access）、またはＭｕＬＴＥｆｉｒｅと呼ばれ得る。
【００３０】
　[0050]　ＥＰＣ１６０は、モビリティ管理エンティティ（ＭＭＥ）１６２、他のＭＭＥ
１６４、サービングゲートウェイ１６６、ＭＢＭＳゲートウェイ（ＭＢＭＳ－ＧＷ）１６
８、ブロードキャストマルチキャストサービスセンター（ＢＭ－ＳＣ）１７０、およびパ



(10) JP 6689876 B2 2020.4.28

10

20

30

40

50

ケットデータネットワーク（ＰＤＮ）ゲートウェイ１７２を含み得る。ＭＭＥ１６２は、
ホーム加入者サーバ（ＨＳＳ：Home Subscriber Server）１７４と通信状態にあり得る。
ＭＭＥ１６２は、複数のＵＥ１０４とＥＰＣ１６０との間のシグナリングを処理する制御
ノードである。一般に、ＭＭＥ１６２はベアラおよび接続管理を提供する。全てのユーザ
インターネットプロトコル（ＩＰ）パケットは、サービングゲートウェイ１６６を通して
転送され、それ自体はＰＤＮゲートウェイ１７２に接続される。ＰＤＮゲートウェイ１７
２は、ＵＥ　ＩＰアドレス割り当て、ならびに他の機能を提供する。ＰＤＮゲートウェイ
１７２およびＢＭ－ＳＣ１７０は、ＩＰサービス１７６に接続される。ＩＰサービス１７
６は、インターネット、イントラネット、ＩＰマルチメディアサブシステム（ＩＭＳ）、
ＰＳストリーミングサービス（ＰＳＳ）、および／または他のＩＰサービスを含み得る。
ＢＭ－ＳＣ１７０は、ＭＢＭＳユーザサービスプロビジョニングおよび配信のための機能
を提供し得る。ＢＭ－ＳＣ１７０は、コンテンツプロバイダＭＢＭＳ送信のためのエント
リポイントとしての役割を果たし（serve as）得、パブリックランドモバイルネットワー
ク（ＰＬＭＮ：a public land mobile network）内のＭＢＭＳベアラサービスを認可およ
び開始するために使用され得、ＭＢＭＳ送信をスケジュールするために使用され得る。Ｍ
ＢＭＳゲートウェイ１６８は、特定のサービスをブロードキャストするマルチキャストブ
ロードキャスト単一周波数ネットワーク（ＭＢＳＦＮ）エリアに属する基地局１０２にＭ
ＢＭＳトラフィックを配信するために使用され得、セッション管理（開始／停止）および
ｅＭＢＭＳに関連する課金情報（charging information）を収集することを担い（respon
sible for）得る。
【００３１】
　[0051]　基地局はまた、ノードＢ、進化型ノードＢ（eNB）、アクセスポイント、ベー
ストランシーバ基地局、無線基地局、無線トランシーバ、トランシーバ機能、基本サービ
スセット（ＢＳＳ）、拡張サービスセット（ＥＳＳ）、または何らかの他の適した専門用
語で呼ばれ得る。基地局１０２は、ＵＥ１０４にＥＰＣ１６０へのアクセスポイントを提
供する。ＵＥ１０４の例は、セルラ電話、スマートフォン、セッション開始プロトコル（
ＳＩＰ）電話、ラップトップ、携帯情報端末（ＰＤＡ）、衛星ラジオ、全地球測位システ
ム、マルチメディアデバイス、ビデオデバイス、デジタルオーディオプレーヤ（たとえば
、ＭＰ３プレーヤ）、カメラ、ゲーム機器、タブレット、スマートデバイス、ウェアラブ
ルデバイス、または任意の他の同様の機能するデバイスを含む。ＵＥ１０４はまた、局、
モバイル局、加入者局、モバイルユニット、加入者ユニット、ワイヤレスユニット、リモ
ートユニット、モバイルデバイス、ワイヤレスデバイス、ワイヤレス通信デバイス、リモ
ートデバイス、モバイル加入者局、アクセス端末、モバイル端末、ワイヤレス端末、リモ
ート端末、ハンドセット、ユーザエージェント、モバイルクライアント、クライアント、
または何らかの他の適した専門用語としても呼ばれ得る。
【００３２】
　[0052]　図１を再度参照すると、ある特定の態様において、ＲＳＵ１０５は、ＵＥから
Ｖ２Ｘメッセージを受信するように構成され得る。ＲＳＵ１０５は、Ｖ２Ｘメッセージに
関連付けられた情報をブロードキャストし得る。追加的に、ＲＳＵ１０５は、ポイントツ
ーマルチポイントブロードキャストのためのネットワークエンティティにＶ２Ｘメッセー
ジに関連付けられた情報を送り得る。
【００３３】
　[0053]　別の態様において、ＲＳＵ１０５は、第１のＶ２Ｘメッセージからの情報を含
むポイントツーマルチポイントブロードキャストを受信する。ＲＳＵ１０５は、ポイント
ツーマルチポイントブロードキャストにおいて受信された第１のＶ２Ｘメッセージに関連
付けられた情報をブロードキャストする。
【００３４】
　[0054]　図２Ａは、ＬＴＥにおけるＤＬフレーム構造の例を例示する図２００である。
図２Ｂは、ＬＴＥにおけるＤＬフレーム構造内のチャネルの例を例示する図２３０である
。図２Ｃは、ＬＴＥにおけるＵＬフレーム構造の例を例示する図２５０である。図２Ｄは
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、ＬＴＥにおけるＵＬフレーム構造内のチャネルの例を例示する図２８０である。他のワ
イヤレス通信技術は、異なるフレーム構造および／または異なるチャネルを有し得る。Ｌ
ＴＥにおいて、フレーム（１０ｍｓ）は、１０個の等しくサイズ付けされたサブフレーム
に分割され得る。各サブフレームは、２つの連続するタイムスロットを含み得る。リソー
スグリッドは、２つのタイムスロットを表すために使用され得、各タイムスロットは、１
つまたは複数の時間並列の（time concurrent）リソースブロック（ＲＢ）（また、物理
ＲＢ（ＰＲＢ）とも呼ばれる）を含み得る。リソースグリッドは、複数のリソース要素（
ＲＥ）に分割される。ＬＴＥにおいて、通常のサイクリックプリフィックスの場合、ＲＢ
は、周波数ドメインにおいて１２個の連続するサブキャリアを、時間ドメインにおいて７
つの連続するシンボル（ＤＬについてはＯＦＤＭシンボル、ＵＬについてはＳＣ－ＦＤＭ
Ａシンボル）を含み、合計で８４個のＲＥとなる。拡張されたサイクリックプリフィック
スの場合、ＲＢは、周波数ドメインにおいて１２個の連続するサブキャリアを、時間ドメ
インにおいて６つの連続するシンボルを含み、合計で７２個のＲＥとなる。各ＲＥによっ
て搬送されるビット数は、変調方式に依存する。
【００３５】
　[0055]　図２Ａにおいて例示されるように、ＲＥのうちのいくつかは、ＵＥにおけるチ
ャネル推定のためのＤＬ基準（パイロット）信号（ＤＬ－ＲＳ：DL reference (pilot) s
ignals）を搬送する。ＤＬ－ＲＳは、セル固有基準信号（ＣＲＳ：cell-specific refere
nce signal）（また、時折、共通のＲＳとも呼ばれる）、ＵＥ固有基準信号（ＵＥ－ＲＳ
：UE-specific reference signals）、およびチャネル状態情報基準信号（ＣＳＩ－ＲＳ
：channel state information reference signals）を含み得る。図２Ａは、（それぞれ
、Ｒ０、Ｒ１、Ｒ２、およびＲ３として示される）アンテナポート０、１、２、および３
についてのＣＲＳ、アンテナポート５（Ｒ５として示される）についてのＵＥ－ＲＳ、お
よび（Ｒとして示される）アンテナポート１５についてのＣＳＩ－ＲＳを例示する。図２
Ｂは、フレームのＤＬサブフレーム内における様々なチャネルの例を例示する。物理制御
フォーマットインジケータチャネル（ＰＣＦＩＣＨ：physical control format indicato
r channel）は、スロット０のシンボル０内にあり、物理ダウンリンク制御チャネル（Ｐ
ＤＣＣＨ：physical downlink control channel）が１、２、または３つのシンボル（図
２Ｂは、３つのシンボルを占有するＰＤＣＣＨを例示する）を占有するかどうかを示す制
御フォーマットインジケータ（ＣＦＩ：a control format indicator）を搬送する。ＰＤ
ＣＣＨは、１つまたは複数の制御チャネル要素（ＣＣＥ：control channel elements）内
のダウンリンク制御情報（ＤＣＩ：downlink control information）を搬送し、各ＣＣＥ
は、９つのＲＥグループ（ＲＥＧ）を含み、各ＲＥＧは、一ＯＦＤＭシンボルにおいて４
つの連続するＲＥを含む。ＵＥは、ＤＣＩをまた搬送するＵＥ固有の拡張ＰＤＣＣＨ（ｅ
ＰＤＣＣＨ）で構成され得る。ｅＰＤＣＣＨは、２、４、または８つのＲＢペアを有し得
（図２Ｂは、２つのＲＢぺアを示し、各サブセットは、１つのＲＢペアを含む）。物理ハ
イブリッド自動再送要求(ＡＲＱ）（ＨＡＲＱ）インジケータチャネル（ＰＨＩＣＨ：phy
sical hybrid automatic repeat request　(ARQ)　(HARQ)indicator channel）はまた、
スロット０のシンボル０の範囲内にあり、かつ物理アップリンク共有チャネル（ＰＵＳＣ
Ｈ）に基づいて、ＨＡＲＱ肯定応答（ＡＣＫ）／否定ＡＣＫ（ＮＡＣＫ）フィードバック
を示すＨＡＲＱインジケータ（ＨＩ）を搬送する。プライマリ同期チャネル（ＰＳＣＨ）
は、フレームのサブフレーム０および５内のスロット０のシンボル６内にあり、サブフレ
ームタイミングおよび物理レイヤアイデンティティを決定するために、ＵＥによって使用
されるプライマリ同期信号（ＰＳＳ）を搬送する。セカンダリ同期チャネル（ＳＳＣＨ）
は、フレームのサブフレーム０および５内のスロット０のシンボル５内にあり、物理レイ
ヤセルアイデンティティグループ番号（number）を決定するためにＵＥによって使用され
るセカンダリ同期信号（ＳＳＳ）を搬送する。物理レイヤアイデンティティおよび物理レ
イヤセルアイデンティティグループ番号に基づいて、ＵＥは、物理セル識別子（ＰＣＩ：
a physical cell identifier）を決定することができる。ＰＣＩに基づいて、ＵＥは、前
述のＤＬ－ＲＳの位置（locations）を決定することができる。物理ブロードキャストチ
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ャネル（ＰＢＣＨ：physical broadcast channel）は、フレームのサブフレーム０のスロ
ット１のシンボル０、１、２、３内にあり、マスタ情報ブロック（ＭＩＢ：a master inf
ormation block）を搬送する。ＭＩＢは、ＤＬシステム帯域幅におけるＲＢの数、ＰＨＩ
ＣＨｌ構成、およびシステムフレーム番号（ＳＦＮ：a system frame number）を提供す
る。物理ダウンリンク共有チャネル（ＰＤＳＣＨ：physical downlink shared channel）
は、ユーザデータ、システム情報ブロック（ＳＩＢ：system information blocks）のよ
うなＰＢＣＨを通じて送信されないブロードキャストシステム情報、およびページングメ
ッセージを搬送する。
【００３６】
　[0056]　図２Ｃにおいて例示されるように、ＲＥのうちのいくつかは、ｅＮＢにおける
チャネル推定のための復調基準信号（ＤＭ－ＲＳ：demodulation reference signals)を
搬送する。ＵＥは、サブフレームの最後のシンボルにおいて、サウンディング基準信号（
ＳＲＳ：sounding reference signals）を追加的に送信し得る。ＳＲＳは、コーム構造を
有し得、ＵＥは、複数のコームのうちの１つ上でＳＲＳを送信し得る。ＳＲＳは、ＵＬ上
で周波数依存型スケジューリングを可能にするために、チャネル品質推定についてｅＮＢ
によって使用され得る。図２Ｄは、フレームのＵＬサブフレーム内の様々なチャネルの例
を例示する。物理ランダムアクセスチャネル（ＰＲＡＣＨ）は、ＰＲＡＣＨ構成に基づく
一フレーム内の１つまたは複数のサブフレーム内にあり得る。ＰＲＡＣＨは、一サブフレ
ーム内に６つの連続するＲＢペアを含み得る。ＰＲＡＣＨは、ＵＥが、初期システムアク
セスを行うことおよびＵＬ同期を達成することを可能にさせる。物理アップリンク制御チ
ャネル（ＰＵＣＣＨ）は、ＵＬシステム帯域幅のエッジ上に位置され得る。ＰＵＣＣＨは
、スケジューリング要求、チャネル品質インジケータ（ＣＱＩ：a channel quality indi
cator）、プリコーディングマトリックスインジケータ（ＰＭＩ：a precoding matrix in
dicator）、ランク指標（ＲＩ：rank indicator）、およびＨＡＲＱ　ＡＣＫ／ＮＡＣＫ
フィードバックのような、アップリンク制御情報（ＵＣＩ：uplink control information
）を搬送する。ＰＵＳＣＨは、データを搬送し、追加的に、バッファステータス報告（Ｂ
ＳＲ）、パワーヘッドルーム報告（ＰＨＲ）、および／またはＵＣＩを搬送するために、
使用され得る。
【００３７】
　[0057]　図３は、アクセスネットワークにおいてＵＥ３５０と通信状態にあるｅＮＢ３
１０のブロック図である。ＤＬにおいて、ＥＰＣ１６０からのＩＰパケットは、コントロ
ーラ／プロセッサ３７５に提供され得る。コントローラ／プロセッサ３７５は、レイヤ３
およびレイヤ２の機能性をインプリメントする。レイヤ３は、無線リソース制御（ＲＲＣ
）レイヤを含み、レイヤ２は、パケットデータコンバージェンスプロトコル（ＰＤＣＰ）
レイヤ、無線リンク制御（ＲＬＣ）レイヤ、および媒体アクセス制御（ＭＡＣ）レイヤを
含む。コントローラ／プロセッサ３７５は、システム情報（たとえば、ＭＩＢ、ＳＩＢ）
のブロードキャスティング、ＲＲＣ接続制御（たとえば、ＲＲＣ接続ページング、ＲＲＣ
接続確立、ＲＲＣ接続修正、およびＲＲＣ接続リリース）、無線アクセス技術（ＲＡＴ）
間モビリティ、およびＵＥ測定報告についての測定構成に関連付けられたＲＲＣレイヤ機
能性；ヘッダ圧縮／解凍、セキュリティ（暗号化、暗号解読、完全性保護、完全性検証）
、およびハンドオーバサポート機能に関連付けられたＰＤＣＰレイヤ機能性；上位レイヤ
パケットデータユニット（ＰＤＵ）の転送、ＡＲＱを通じた誤り訂正、ＲＬＣサービスデ
ータユニット（ＳＤＵ：service data units）の連結（concatenation）、セグメンテー
ション（segmentation）、および再組み立て、ＲＬＣデータＰＤＵの再セグメンテーショ
ン、およびＲＬＣデータＰＤＵの再順序付けに関連付けられたＲＬＣレイヤ機能性；およ
び論理チャネルとトランスポートチャネルとの間のマッピング、トランスポートブロック
（ＴＢ）上へのＭＡＣ　ＳＤＵの多重化、ＴＢからのＭＡＣ　ＳＤＵの逆多重化、スケジ
ュール情報報告、ＨＡＲＱを通じた誤り訂正、優先処理、および論理チャネル優先順位づ
けに関連付けられたＭＡＣレイヤの機能性を提供する。
【００３８】
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　[0058]　送信（ＴＸ）プロセッサ３１６および受信（ＲＸ）プロセッサ３７０は、様々
な信号処理機能に関連付けられたレイヤ１の機能性をインプリメントする。レイヤ１、そ
れは、物理（ＰＨＹ）レイヤを含む、はトランスポートチャネル上の誤り検出、トランス
ポートチャネルの順方向誤り訂正（ＦＥＣ）符号化／復号、インターリービング、レート
整合、物理チャネル上へのマッピング、物理チャネルの変調／復調、およびＭＩＭＯアン
テナ処理を含み得る。ＴＸプロセッサ３１６は、様々な変調方式（たとえば、二位相偏移
変調（ＢＰＳＫ）、直交位相偏移変調（ＱＰＳＫ）、Ｍ位相偏移変調（Ｍ－ＰＳＫ）、Ｍ
値直交振幅変調（Ｍ－ＱＡＭ））に基づいて、信号コンステレーションにマッピングする
ことをハンドリングする。符号化および変調されたシンボルは、次いで、並列ストリーム
に分けられ得る。各ストリームは、次いで、ＯＦＤＭサブキャリアにマッピングされ得、
時間ドメインおよび／または周波数ドメインにおいて基準信号（たとえば、パイロット）
と多重化され、次いで、逆高速フーリエ変換（ＩＦＦＴ）を使用して互いに組み合わされ
て、時間ドメインのＯＦＤＭシンボルストリームを搬送する物理チャネルを作り出す。Ｏ
ＦＤＭストリームは、複数の空間ストリームを作り出すために空間的にプリコーディング
される。チャネル推定器３７４からのチャネル推定値は、符号化および変調方式を決定す
るために、ならびに空間処理のために使用され得る。チャネル推定値は、ＵＥ３５０によ
って送信されたチャネル条件フィードバックおよび／または基準信号から導出され得る。
各空間ストリームは、次いで、別個の送信機３１８ＴＸを介して異なるアンテナ３２０に
提供され得る。各送信機３１８ＴＸは、送信のためのそれぞれの空間ストリームを用いて
ＲＦキャリアを変調し得る。
【００３９】
　[0059]　ＵＥ３５０では、各受信機３５４ＲＸは、それのそれぞれのアンテナ３５２を
通じて信号を受信する。各受信機３５４ＲＸは、ＲＦキャリア上に変調された情報を復元
し、受信（ＲＸ）プロセッサ３５６にその情報を提供する。ＴＸプロセッサ３６８および
ＲＸプロセッサ３５６は、様々な信号処理機能に関連付けられたレイヤ１の機能性をイン
プリメントする。ＲＸプロセッサ３５６は、ＵＥ３５０に宛てられた任意の空間ストリー
ムを復元するためにその情報に関して空間処理を行い得る。複数の空間ストリームがＵＥ
３５０に宛てられる場合、それらは、ＲＸプロセッサ３５６によって単一のＯＦＤＭシン
ボルストリームへと組み合わされ得る。ＲＸプロセッサ３５６は、、次いで、高速フーリ
エ変換（ＦＦＴ）を使用して、ＯＦＤＭシンボルストリームを時間ドメインから周波数ド
メインに変換する。周波数ドメイン信号は、ＯＦＤＭ信号の各サブキャリアごとに別個の
ＯＦＤＭシンボルストリームを含み得る。各サブキャリア上のシンボル、および基準信号
は、ｅＮＢ３１０によって送信された最も可能性の高い信号コンステレーションポイント
を決定することによって復元および復調される。これらの軟判定は、チャネル推定器３５
８によって計算されたチャネル推定値に基づき得る。軟判定は、次いで、物理チャネル上
でｅＮＢ３１０によって元々送信されたデータおよび制御信号を復元するために、復号お
よびデインタリーブされる。データおよび制御信号は、次いで、コントローラ／プロセッ
サ３５９に提供され、それは、レイヤ３およびレイヤ２の機能性をインプリメントする。
【００４０】
　[0060]　コントローラ／プロセッサ３５９は、プログラムコードおよびデータを記憶す
るメモリ３６０に関連付けられることができる。メモリ３６０は、コンピュータ読み取り
可能媒体と呼ばれ得る。ＵＬにおいて、コントローラ／プロセッサ３５９は、ＥＰＣ１６
０からのＩＰパケットを復元するために、トランスポートチャネルと論理チャネルとの間
の逆多重化、パケットの再組み立て、暗号解読、ヘッダ解凍、制御信号処理を提供する。
コントローラ／プロセッサ３５９はまた、ＨＡＲＱ動作をサポートするためのＡＣＫおよ
び／またはＮＡＣＫプロトコルを使用する誤り検出を担う。
【００４１】
　[0061]　ｅＮＢ３１０によるＤＬ送信に関連して説明される機能性と同様に、コントロ
ーラ／プロセッサ３５９は、システム情報（たとえば、ＭＩＢ、ＳＩＢ）獲得、ＲＲＣ接
続、および測定報告に関連付けられたＲＲＣレイヤ機能性；ヘッダ圧縮／解凍、およびセ
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キュリティ（暗号化、暗号解読、完全性保護、完全性検証）に関連付けられたＰＤＣＰレ
イヤ機能性；上位レイヤＰＤＵの転送、ＡＲＱを通じた誤り訂正、ＲＬＣ　ＳＤＵの連結
、セグメンテーション、および再組み立て、ＲＬＣデータＰＤＵの再セグメンテーション
、およびＲＬＣデータＰＤＵの再順序付けに関連付けられたＲＬＣレイヤ機能性；および
論理チャネルとトランスポートチャネルとの間のマッピング、ＴＢ上へのＭＡＣ　ＳＤＵ
の多重化、ＴＢからのＭＡＣ　ＳＤＵの逆多重化、スケジュール情報報告、ＨＡＲＱを通
じた誤り訂正、優先処理、および論理チャネル優先順位づけに関連付けられたＭＡＣレイ
ヤの機能性を提供する。
【００４２】
　[0062]　ｅＮＢ３１０によって送信された基準信号またはフィードバックからチャネル
推定器３５８によって導出されたチャネル推定値は、適切な符号化および変調方式を選択
するために、および空間処理を容易にするために、ＴＸプロセッサ３６８によって使用さ
れ得る。ＴＸプロセッサ３６８によって生成された空間ストリームは、別個の送信機３５
４ＴＸを介して異なるアンテナ３５２に提供され得る。各送信機３５４ＴＸは、送信のた
めのそれぞれの空間ストリームを用いてＲＦキャリアを変調し得る。
【００４３】
　[0063]　ＵＬ送信は、ＵＥ３５０における受信機機能に関連して説明された手法と同様
の手法で、ｅＮＢ３１０において処理される。各受信機３１８ＲＸは、それのそれぞれの
アンテナ３２０を通じて信号を受信する。各受信機３１８ＲＸは、ＲＦキャリア上に変調
された情報を復元し、ＲＸプロセッサ３７０にその情報を提供する。
【００４４】
　[0064]　コントローラ／プロセッサ３７５は、プログラムコードおよびデータを記憶す
るメモリ３７６に関連付けられることができる。メモリ３７６は、コンピュータ読み取り
可能媒体と呼ばれ得る。ＵＬにおいて、コントローラ／プロセッサ３７５は、ＵＥ３５０
からのＩＰパケットを復元するために、トランスポートチャネルと論理チャネルとの間の
逆多重化、パケットの再組み立て、暗号解読、ヘッダ解凍、制御信号処理を提供する。コ
ントローラ／プロセッサ３７５からのＩＰパケットは、ＥＰＣ１６０に提供され得る。コ
ントローラ／プロセッサ３７５はまた、ＨＡＲＱ動作をサポートするためのＡＣＫおよび
／またはＮＡＣＫプロトコルを使用する誤り検出を担う。
【００４５】
　[0065]　図４Ａは、アクセスネットワークにおけるＭＢＳＦＮエリアの例を例示する図
４１０である。セル４１２’におけるｅＮＢ４１２は、第１のＭＢＳＦＮエリアを形成し
得、セル４１４’におけるｅＮＢ４１４は、第２のＭＢＳＦＮエリアを形成し得る。ｅＮ
Ｂ４１２、４１４は、たとえば、合計８つのＭＢＳＦＮエリアまでの、他のＭＢＳＦＮエ
リアに各々関連付けられ得る。ＭＢＳＦＮエリア内のセルは、リザーブされたセルとして
指定され得る。リザーブされたセルは、マルチキャスト／ブロードキャストコンテンツを
提供しないが、セル４１２’、４１４’に時間同期され、ＭＢＳＦＮエリアとの干渉を制
限するために、ＭＢＳＦＮリソース上に制限された電力を有し得る。ＭＢＳＦＮエリアに
おける各ｅＮＢは、同じｅＭＢＭＳ制御情報およびデータを同時に送信する。各エリアは
、ブロードキャスト、マルチキャスト、およびユニキャストサービスをサポートし得る。
ユニキャストサービスは、たとえば、音声コール（voice call）のような、特定のユーザ
を対象としたサービスある。マルチキャストサービスは、たとえば、加入者ビデオサービ
スのような、ユーザのグループによって受信され得るサービスである。ブロードキャスト
サービスは、たとえば、ニュースブロードキャストのような、全てのユーザによって受信
され得るサービスである。図４Ａを参照すると、第１のＭＢＳＦＮエリアは、ＵＥ４２５
に特定のニュースブロードキャストを提供することによってなどして、第１のｅＭＢＭＳ
ブロードキャストサービスをサポートし得る。第２のＭＢＳＦＮエリアは、ＵＥ４２０に
異なるニュースブロードキャストを提供することによってなどして、第２のｅＭＢＭＳブ
ロードキャストサービスをサポートし得る。
【００４６】



(15) JP 6689876 B2 2020.4.28

10

20

30

40

50

　[0066]　図４Ｂは、ＭＢＳＦＮにおけるｅＭＢＭＳチャネル構成の例を例示する図４３
０である。図４Ｂに示されるように、各ＭＢＳＦＮエリアは、１つまたは複数の物理マル
チキャストチャネル（ＰＭＣＨ）（たとえば、１５個のＰＭＣＨ）をサポートする。各Ｐ
ＭＣＨは、ＭＣＨに対応する。各ＭＣＨは、複数（たとえば、２９個）のマルチキャスト
論理チャネルを多重化することができる。各ＭＢＳＦＮエリアは、１つのマルチキャスト
制御チャネル（ＭＣＣＨ）を有し得る。そのため、１つのＭＣＨは、１つのＭＣＣＨおよ
び複数のマルチキャストトラフィックチャネル（ＭＴＣＨ：multicast traffic channels
）を多重化し得、残りのＭＣＨは、複数のＭＴＣＨを多重化し得る。
【００４７】
　[0067]　ＵＥは、ｅＭＢＭＳサービスアクセスの利用可能性および対応するアクセス層
構成を発見するために、ＬＴＥセルにキャンプオン（camp on）し得る。初めに、ＵＥは
、ＳＩＢ１３（ＳＩＢ１３）を獲得し（acquire）得る。続いて、ＳＩＢ１３に基づいて
、ＵＥは、ＭＣＣＨ上でＭＢＳＦＮエリア構成メッセージを獲得し得る。続いて、ＭＢＳ
ＦＮエリア構成メッセージに基づいて、ＵＥは、ＭＳＩ　ＭＡＣ制御要素を獲得し得る。
ＳＩＢ１３は、（１）セルによってサポートされる各ＭＢＳＦＮエリアのＭＢＳＦＮエリ
ア識別子、（２）ＭＣＣＨ繰り返し期間（たとえば、３２、６４、…、２５６個のフレー
ム）、ＭＣＣＨオフセット（たとえば、０、１、…、１０個のフレーム）、ＭＣＣＨ修正
期間（たとえば、５１２、１０２４個のフレーム）、シグナリング変調および符号化スキ
ーム（ＭＣＳ）、繰り返し期間およびオフセットによって示されるような無線フレームの
どのサブフレームがＭＣＣＨを送信することができるかを示すサブフレーム割り当て情報
などの、ＭＣＣＨを獲得するための情報、および（３）ＭＣＣＨ変更通知構成を含み得る
。ＭＢＳＦＮエリアごとに１つのＭＢＳＦＮエリア構成メッセージが存在する。ＭＢＳＦ
Ｎエリア構成メッセージは、（１）ＰＭＣＨ内の論理チャネル識別子によって識別される
各ＭＴＣＨのオプションのセッション識別子および一時的モバイルグループアイデンティ
ティ（ＴＭＧＩ）、（２）ＭＢＳＦＮエリアの各ＰＭＣＨを送信するための割り当てられ
たリソース（すなわち、無線フレームおよびサブフレーム）およびこのエリアにおける全
てのＰＭＣＨのための割り当てられたリソースの割り当て期間（たとえば、４、８、…、
２５６個のフレーム）、および（３）ＭＳＩ　ＭＡＣ制御要素が送信されるＭＣＨスケジ
ューリング期間（ＭＳＰ）（たとえば、８、１６、３２、…、または１０２４個の無線フ
レーム）を示し得る。特定のＴＭＧＩは、利用可能なＭＢＭＳサービスの特定のサービス
を識別する。
【００４８】
　[0068]　図４Ｃは、ＭＳＩ　ＭＡＣ制御要素のフォーマットを例示する図４４０である
。ＭＳＩ　ＭＡＣ制御要素は、各ＭＳＰごとに１回、送られ得る。ＭＳＩ　ＭＡＣ制御要
素は、ＰＭＣＨの各スケジューリング期間の第１のサブフレームにおいて送られ得る。Ｍ
ＳＩ　ＭＡＣ制御要素は、ＰＭＣＨ内の各ＭＴＣＨの停止フレームおよびサブフレームを
示すことができる。ＭＢＳＦＮエリアごとのＰＭＣＨにつき１つのＭＳＩが存在し得る。
論理チャネル識別子（ＬＣＩＤ）フィールド（たとえば、ＬＣＩＤ１、ＬＣＩＤ２、…、
ＬＣＩＤｎ）は、ＭＴＣＨの論理チャネル識別子を示し得る。ストップＭＴＣＨフィール
ド（たとえば、ストップＭＴＣＨ１、ストップＭＴＣＨ２、…、ストップＭＴＣＨｎ）は
、特定のＬＣＩＤに対応するＭＴＣＨを搬送する最後のサブフレームを示し得る。
【００４９】
　[0069]　図５は、例となるピアツーピア（またはビークルツービークル）通信システム
５００の図である。ピアツーピア通信システム５００は、それぞれ、ワイヤレスデバイス
５０６、５０８、５１０、５１２が装備された（equipped with）ビークル５０６’、５
０８’、５１０’、５１２’を含む。ピアツーピア通信システム５００は、たとえば、ワ
イヤレス広域ネットワーク（ＷＷＡＮ）のような、セルラ通信システムと重複し得る。ワ
イヤレスデバイス５０６、５０８、５１０、５１２のうちのいくつかは、ピアツーピア通
信内において互いに通信し得、いくつかは基地局５０４と通信し得、いくつかは両方を行
い得る。たとえば、図５に例示されるように、ワイヤレスデバイス５０６、５０８が、ピ
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アツーピア通信中であり、ワイヤレスデバイス５１０、５１２が、ピアツーピア通信中で
ある。ワイヤレスデバイス５１２はまた、基地局５０４とも通信中である。
【００５０】
　[0070]　Ｄ２Ｄ通信は、物理サイドリンクブロードキャストチャネル（ＰＳＢＣＨ：a 
physical sidelink broadcast channel）、物理サイドリンクディスカバリチャネル（Ｐ
ＳＤＣＨ：a physical sidelink discovery channel）、物理サイドリンク共有チャネル
（ＰＳＳＣＨ：a physical sidelink shared channel）、および物理サイドリンク制御チ
ャネル（ＰＳＣＣＨ：a physical sidelink control channel）のような、１つまたは複
数のサイドリンクチャネルを通り得る。
【００５１】
　[0071]　ワイヤレスデバイスは、当業者によって、ＵＥ、モバイル局、加入者局、モバ
イルユニット、加入者ユニット、ワイヤレスユニット、ワイヤレスノード、リモートユニ
ット、モバイルデバイス、ワイヤレス通信デバイス、リモートデバイス、モバイル加入者
局、アクセス端末、モバイル端末、ワイヤレス端末、リモート端末、ハンドセット、ユー
ザエージェント、モバイルクライアント、クライアント、または何らかの他の適した専門
用語で代替的に呼ばれ得る。基地局は、当業者によって、アクセスポイント、ベーストラ
ンシーバ局、無線基地局、無線トランシーバ、トランシーバ機能、基本サービスセット（
ＢＳＳ）、拡張サービスセット（ＥＳＳ）、ノードＢ、進化型ノードＢ、または何らかの
他の適した専門用語で代替的に呼ばれ得る。ワイヤレスデバイス５１０は、基地局５０４
の範囲内（within range）にあるが、ワイヤレスデバイス５１０は、基地局５０４と現在
は通信していない。
【００５２】
　[0072]　以下に述べられる例となる方法および装置は、たとえば、ＬＴＥ、Ｖ２Ｘ、Ｆ
ｌａｓｈＬｉｎＱ、ＶＬｉｎＱ、ＷｉＭｅｄｉａ、Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈ（登録商標）、Ｚ
ｉｇＢｅｅ、またはＩＥＥＥ８０２．１１規格に基づくＷｉ－Ｆｉに基づいたワイヤレス
ピアツーピア通信システムのような、多様なワイヤレスピアツーピア通信システムのうち
のいずれにも適用可能である。論述（discussion）を簡略化するために、例となる方法お
よび装置は、Ｖ２Ｘのコンテキスト内で述べられ得る。しかしながら、当業者は、例とな
る方法および装置がより一般に多様な他のワイヤレスピアツーピア通信システムに適用可
能であることを理解するであろう。
【００５３】
　[0073]　以下に述べられる例となる方法および装置は、たとえば、ＦｌａｓｈＬｉｎＱ
、ＷｉＭｅｄｉａ、Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈ、ＺｉｇＢｅｅ、またはＩＥＥＥ８０２．１１規
格に基づくＷｉ－Ｆｉに基づいたワイヤレスデバイスツーデバイス通信システムのような
、多様なワイヤレスＤ２Ｄ通信システムのうちのいずれにも適用可能である。論述を簡略
化するために、例となる方法および装置は、ＬＴＥのコンテキスト内で述べられ得る。し
かしながら、当業者は、例となる方法および装置が、多様な他のワイヤレスデバイスツー
デバイス通信システムに、より一般に適用可能であることを理解するであろう。
【００５４】
　[0074]　図６は、多数の（a number of）通信デバイスを含む地理的エリアを例示する
図６００である。通信デバイスは、ＲＳＵ６０１、インシデント６０２におけるＶ２Ｘが
イネーブルされたビークル、およびモバイルネットワークオペレータ（ＭＮＯ：Mobile N
etwork Operator）６０６に結合された送信機／受信機６０４を含む。図６はまた、ＭＮ
Ｏ６０６と通信状態にあるローカル交通機関６０８を例示する。図６に記載された地理的
エリアは、一連の道路、高速道路、通り６１０を含み、そしてそれに沿ってビークルが移
動し得る。ＭＮＯ６０６はまた、モバイルワイヤレスサービスプロバイダ、ワイヤレスキ
ャリア、セルラ会社、またはモバイルネットワークキャリアと呼ばれ得る。ＭＮＯの例は
、エンドユーザにワイヤレス通信サービスを販売および配信するために必要なエレメント
を所有または制御し得るワイヤレス通信サービスのプロバイダを含むが、それらに限定さ
れない。ワイヤレス通信サービスを販売および配信するために必要であり得る要素の例は
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、無線スペクトル割り当て、送信機／受信機６０４を含むワイヤレスネットワークインフ
ラストラクチャ、バックホールインフラストラクチャ、ビリング、顧客ケア、コンピュー
タシステムのプロビジョニングおよびマーケティングおよび修理組織を含み得る。
【００５５】
　[0075]　図６において例示されるように、インシデント６０２は、Ｖ２Ｘがイネーブル
されたビークルにおいて起こった。たとえば、インシデント６０２におけるＶ２Ｘがイネ
ーブルされたビークルは、衝突している（in a crash）可能性がある。別の例として、イ
ンシデント６０２におけるＶ２Ｘがイネーブルされたビークルは、交通混雑のある道路区
分上にあり得るか、または、インシデント６０２におけるＶ２Ｘがイネーブルされたビー
クルは、他の運転手にとって重要であり（of interest）得るいくつかの他のインシデン
トが起こった位置にある可能性がある。
【００５６】
　[0076]　ロードベースビークルに関連する例において、インシデントは、一般に、上記
で説明された交通衝突および交通混雑のような、道路の使用に影響を与え（impact）得る
物事に関連する。他の例において、他のタイプのインシデントが、重要である可能性があ
る。たとえば、インシデント６０２におけるＶ２Ｘがイネーブルされたビークルが、車ま
たはトラックでなはく、電車である場合、インシデントは、電車に影響を与え得る物事に
関連する可能性がある。電車に影響を与え得る例は、電車の位置、電車が乗っている線路
(track)、および電車の移動方向、ならびに電車が事故にあっている場合を含むが、それ
らに限定されない。電車に関連する例において重要であり得る他の情報は、少数の例を挙
げると、線路上の動物、人々、またはビークル、結合された電車の車両の状態、および電
車のスピードを含むが、それらに限定されない。別の例において、ビークルが飛行機であ
る場合、インシデントは、飛行機に影響を与え得る物事に言及し得る。飛行機に影響を与
える可能性のあるインシデントの例は、飛行機が墜落または滑走路の不法侵入に巻き込ま
れている（has been involved）場合を含む。飛行機に関連する他の例は、機械的な故障
、空港の閉鎖、または飛行機の動作に影響を与え得る他の物事を含む。しかしながら、本
明細書において説明されるシステムおよび方法は、一般に、車、ピックアップトラック、
スポーツ用途ビークル、バン、レクリエーショナルビークル（ＲＶ）、バス、トラック、
および他の道路ベースのビークルのような、道路ベースのビークルに適用されることは理
解されるであろう。
【００５７】
　[0077]　インシデント６０２に巻き込まれたＶ２Ｘがイネーブルされたビークルは、イ
ンシデントの詳細を含むようにそれのＶ２Ｘメッセージ６１２を修正し得る。たとえば、
インシデントの詳細は、位置情報、衝突の深刻度（severity）、またはインシデントに関
連するいくつかの他の情報を含み得る。インシデントの詳細は、Ｖ２Ｘメッセージ６１２
を使用して送られ得る。たとえば、（インシデント６０２における）ビークルにおけるＵ
Ｅは、インシデントの位置情報およびインシデントの深刻度に関連する情報を含むインシ
デントに関する情報を含むＶ２Ｘメッセージ６１２を送信し得る。
【００５８】
　[0078]　ＲＳＵ６０１は、Ｖ２Ｘブロードキャストのような、ブロードキャストを受信
する。たとえば、ＲＳＵ６０１は、インシデント６０２におけるＶ２Ｘがイネーブルされ
たビークルにおけるＵＥからＶ２Ｘメッセージ６１２を受信し得る。ＲＳＵ６０１は、（
ブロードキャスト６１６またはバックホール接続６１７を通じて）情報を送り得る。情報
は、インシデント６０２におけるＶ２Ｘがイネーブルされたビークルからネットワークエ
ンティティへのＶ２Ｘメッセージ６１２に関連付けられ得る。図６において例示されるよ
うに、ＲＳＵ６０１は、ローカル交通機関６０８のような、ネットワークエンティティに
Ｖ２Ｘメッセージ６１２に関連付けられた情報（６１６／６１７）を送り得る。
【００５９】
　[0079]　図６において例示されるように、ローカル交通機関６０８は、ポイントツーマ
ルチポイントブロードキャスト６１４を確立するためまたは修正するために、ＭＮＯ６０
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６に連絡する。ＭＮＯ６０６は、ポイントツーマルチポイントブロードキャスト６１４を
確立または修正する。よって、本明細書に説明されるように、いくつかの例は、２００～
３００メートルの距離にわたって典型的に送られる警告が、また、ポイントツーマルチポ
イントブロードキャスト６１４のより広い範囲にわたって利用可能にされることを可能に
する。これは、特に長距離センシティブの警告（a particularly long-range-sensitive 
warning）（たとえば、深刻な警告）がはるかにより広いエリアにわたって配信されるこ
とを可能にする。
【００６０】
　[0080]　ポイントツーマルチポイントブロードキャスト６１４は、起こったインシデン
トのタイプに基づいて、代替のルート（alternative route）または代わりのルート（alt
ernate routes）、１つまたは複数のマップ、または役に立ち得る他の情報を含むように
確立または修正され得る。いくつかの例において、ポイントツーマルチポイントブロード
キャスト６１４は、ＭＢＭＳブロードキャストであり得る。他の例において、ポイントツ
ーマルチポイントブロードキャスト６１４は、ＳＣ－ＰＴＭブロードキャストであり得る
。
【００６１】
　[0081]　全てのＲＳＵ６０１、６２２、６２４は、インシデント６０２に関連付けられ
た情報を受信し得、インシデント６０２に関連付けられた情報をブロードキャストするこ
とを開始し得る。たとえば、ＲＳＵ６０１は、ポイントツーマルチポイントブロードキャ
スト６１４から、および／または、インシデント６０２におけるビークルから送られたＶ
２Ｘメッセージ６１２から、インシデント６０２に関連付けられた情報を受信し得る。Ｒ
ＳＵ６０１は、次いで、Ｖ２Ｘメッセージ６１６においてインシデント６０２に関連付け
られた情報をブロードキャストし得る。ＲＳＵ６２２、６２４は、ポイントツーマルチポ
イントブロードキャスト６１４からインシデント６０２に関連付けられた情報を受信し得
、次いで、ＲＳＵ６２２、６２４は、それぞれ、Ｖ２Ｘメッセージ６２５、６２７におい
てインシデント６０２に関連付けられた情報をブロードキャストし得る。
【００６２】
　[0082]　図６において例示されるように、ビークル６１８は、Ｖ２Ｘがイネーブルされ
たビークルの近くのインシデント６０２のエリアに近づいている。ビークル６１８が、範
囲内にあるとき、ビークル６１８は、Ｖ２Ｘメッセージ６１２、６１６のうちの１つを受
信し得る。図６において例示されるように、一般に、ビークル６１８は、Ｖ２Ｘメッセー
ジ６１６を最初に（たとえば、Ｖ２Ｘメッセージ６１２またはポイントツーマルチポイン
トブロードキャスト６１４の前に）受信するように見える。Ｖ２Ｘメッセージ６１２また
はポイントツーマルチポイントブロードキャスト６１４の範囲内にビークル６１８が入る
前に、ビークル６１８は、一般に、ＲＳＵ６０１からのＶ２Ｘメッセージ６１６の範囲内
にあり得るので、Ｖ２Ｘメッセージ６１６は、ビークル６１８がインシデント６０２から
さらに離れているとき、ビークル６１８によって受信され得る。ビークル６１８が通り６
１０の１つに沿って移動する（travels along）間、ビークル６１８は、最初にＶ２Ｘメ
ッセージ６１６の範囲内にある。いくつかの例において、ビークル６１８は、インシデン
ト６０２におけるビークルから直接的に送信を受信し得る。たとえば、ビークル６１８は
、インシデント６０２におけるＶ２Ｘがイネーブルされたビークルに向かって運転し続け
得る。エリアにおける他のビークル６２６はまた、Ｖ２Ｘメッセージとして、またはポイ
ントツーマルチポイントブロードキャスト６１４からのいずれかで、Ｖ２Ｘメッセージか
らの情報を受信し得る。
【００６３】
　[0083]　図６において例示されるように、Ｖ２Ｘメッセージ６１２に関連付けられた情
報は、バックホール接続６１７上で、ネットワークエンティティ、たとえば、ローカル交
通機関６０８に送られ得る。バックホール接続６１７は、少数の例を挙げると、地上電話
ネットワーク、ワイヤレスの、マイクロ波による送信、衛星、またはこれらのいくつかの
組み合わせのような、任意の適切な通信ネットワークであり得る。ネットワークエンティ
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ティ、ローカル交通機関６０８は、次いで、任意の適切な通信ネットワークを使用して、
ＭＮＯ６０６と通信６２０し得、再度、少数の例を挙げると、これらの例は、地上電話ネ
ットワーク、ワイヤレスの、マイクロ波による送信、衛星、またはこれらのいくつかの組
み合わせを含む。
【００６４】
　[0084]　一般に、Ｖ２Ｘメッセージ６１２およびＶ２Ｘメッセージ６１６は、同じであ
り得るか、衝突についての情報のような、インシデント情報を含み得る。いくつかの事例
において、Ｖ２Ｘメッセージ６１２およびＶ２Ｘメッセージ６１６は、同一（identical
）であり得る。したがって、送信機／受信機６０４は、Ｖ２Ｘメッセージ６１２およびＶ
２Ｘメッセージ６１６のうちの１つに関連付けられる情報をブロードキャストすることを
控え得る。一般に、送信機／および受信機６０４は、Ｖ２Ｘメッセージ６１６を選択し、
Ｖ２Ｘメッセージ６１２に関連付けられた情報をブロードキャストすることを控え得る。
他の事例において、Ｖ２Ｘメッセージ６１２およびＶ２Ｘメッセージ６１６は、異なる情
報を含み得る。たとえば、複数のインシデントが起こる場合、Ｖ２Ｘメッセージ６１６は
、Ｖ２Ｘメッセージ６１２および別のＶ２Ｘメッセージ（図示せず）からの情報を含み得
る。両方のメッセージからの情報の組み合わせは、そのような事例において使用され得る
か、または１つのメッセージが選択され得る。Ｖ２Ｘメッセージの選択は、一般に、さら
に遠くにあるインシデントが、より近くにあるインシデントほど重要でない可能性がある
ので、特定のインシデントからの距離に基づき得る。しかしながら、インシデントが特に
大きい場合、インシデントは、より大きい地理的エリアに影響を与え得る。
【００６５】
　[0085]　いくつかの例において、Ｖ２Ｘメッセージ６１６を送信するビークル６１８は
、ＲＳＵ６０１の受信範囲に運転して入る。ＲＳＵ６０１は、ビークル６１８において見
られた／感知されたイベントを含むビークル６１８からのＶ２Ｘメッセージを受信する。
ビークル６１８における１つまたは複数のデバイスは、イベントを感知し得る。たとえば
、イベントが衝突であり、かつビークル６１８が衝突が起こったかどうかを決定するため
のセンサを含む場合、ビークル６１８は、それのセンサを通じて、イベントを感知し得る
。いくつかの例において、ＲＳＵ６０１は、基地局（または、ローカル交通機関６０８）
へＵｕインタフェースまたはバックホールを介して、Ｖ２Ｘメッセージを報告する。基地
局は、ワイドエリアネットワーク（ＷＡＮ）基地局であり得、それは、ＭＢＭＳを介して
それのカバレッジ内の全てのビークルに環境情報／イベントのリストをブロードキャスト
している可能性がある。ＷＡＮ基地局（または、クラウドにおけるバックエンドにおける
エンティティ）は、イベントリストにインシデント６０２におけるビークルから報告され
たイベントを追加し得、ＷＡＮ基地局は、ＭＢＭＳを通じて更新されたイベントリストを
ブロードキャストし得る。
【００６６】
　[0086]　図７は、別の数の通信デバイスを含む（図６の）地理的エリアを例示する図７
００である。図７の例において、一連のＶ２Ｘがイネーブルされたビークル７０１、７０
２、および７０４は、単一のビークルが送信することができる可能性があるものよりもよ
り広いエリアじゅうにＶ２Ｘメッセージを転送するために、一連のリレー（relays）とし
て振る舞うように使用され得る。しかしながら、ビークルのメッセージのリレーは、使用
されるビークルの数、ビークルの位置、各個々のビークルの送信電力、各ビークル上で使
用されるアンテナ、ビークルを区別する地理的特徴、および電磁気の信号の送信および受
信に影響を与え得る任意の他の要因に依存し得ることが理解されるであろう。
【００６７】
　[0087]　図７はまた、ポイントツーマルチポイントブロードキャスト７０８のための送
信機／受信機７０６を例示する。送信機／受信機７０６は、ビークル７０１、７０２、ま
たは７０４のうちの１つまたは複数からメッセージを受信し得る。ビークル７０１、７０
２、または７０４のうちの１つまたは複数からのメッセージの受信は、ビークル７０１、
７０２、または７０４間での送信の受信に影響する同じ要因、たとえば、（送信機／受信
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機７０６に対する）ビークルの位置、各個々のビークルの送信電力、各ビークル（および
送信機／受信機７０６）上で使用されるアンテナ、ビークルを区別する地理的特徴、およ
び電磁気の信号の送信および受信に影響を与え得る任意の他の要素に依存し得る。
【００６８】
　[0088]　図７において例示されるように、インシデント７１０が起こっている。たとえ
ば、インシデント７１０は、交通衝突または本明細書に記載された他のインシデントであ
り得る。インシデント７１０は、インシデント７１０の位置において別のビークル（図示
せず）を巻き込み得る。ビークル７０１は、図７に例示されるように、インシデント７１
０の位置の近くにあり得る。したがって、ビークル７０１は、インシデント７１０に関連
するＶ２Ｘメッセージを検出し得る。ビークル７０１は、次いで、インシデント７１０の
詳細に関連する情報を含むように、それのローカルブロードキャスト、たとえば、Ｖ２Ｘ
メッセージ７１２を修正し得る。情報は、位置、深刻度、またはインシデントのタイプに
依存して役に立つことが可能である他の詳細を含み得る。情報は、メタデータのいくつか
の形態と関連付けられ得る。たとえば、メタデータは、リレーが起こるべき最大の回数、
たとえば、ｎ回、ここでｎ＞１である、を設定するために使用され得る。メタデータはま
た、たとえば、１０分などの、情報が有効である（valid）と考えられるべき時間の長さ
、またはインシデント情報に関連する（pertinent）他の情報を設定するために使用され
る可能性がある。
【００６９】
　[0089]　図７において例示されるように、ビークル７０２は、ビークル７０１からＶ２
Ｘメッセージ７１２を受信する。ビークル７０２は、次いで、インシデント７１０の詳細
に関連する情報を含むように、それのＶ２Ｘブロードキャスト、たとえば、Ｖ２Ｘメッセ
ージ７１４を修正し得る。ビークル７０４は、ビークル７０２からＶ２Ｘメッセージ７１
４を受信し得る。ビークル７０４は、次いで、インシデント７１０の詳細に関連する情報
を含むように、それのＶ２Ｘブロードキャスト、たとえば、Ｖ２Ｘメッセージ７１６を修
正し得る。
【００７０】
　[0090]　Ｖ２ＸがイネーブルされたｅＮＢは、送信機／受信機７０６において、ビーク
ルのブロードキャストのうちの少なくとも１つを受信し得る。たとえば、図７において例
示されるように、ｅＮＢは、Ｖ２Ｘメッセージ７１８（ｅＮＢは、送信機／受信機７０６
にあり得る）を受信する。ｅＮＢは、ＢＭ－ＳＣにＶ２Ｘメッセージ７１８において受信
された情報を渡し得る。ＢＭ－ＳＣは、Ｖ２Ｘメッセージのうちの１つまたは複数からの
情報を含むポイントツーマルチポイントブロードキャスト７０８サービスを作成し得る。
たとえば、ＢＭ－ＳＣは、Ｖ２Ｘメッセージのうちの１つまたは複数からの情報を含むＭ
ＢＭＳサービスを作成し得る。
【００７１】
　[0091]　図８は、さらに別の数の通信デバイスを含む（図６～７の）地理的エリアを例
示する図８００であり得る。通信デバイスは、Ｖ２Ｘがイネーブルされたビークル８０１
、送信機／受信機８０２、およびＭＮＯ８０４を含む。
【００７２】
　[0092]　図８において例示されるように、インシデント８０６が起こっている。たとえ
ば、インシデント８０６は、交通衝突または本明細書に記載された他のインシデントであ
り得る。インシデント８０６は、インシデント８０６の位置においてビークルを巻き込み
得る。ビークル８０１は、図８に例示されるように、インシデント８０６の位置の近くで
あり得る。したがって、ビークル８０１は、インシデント８０６に関連するＶ２Ｘメッセ
ージを検出し得る。ビークル８０１は、次いで、インシデント８０６の詳細に関連する情
報を含むように、それのローカルブロードキャスト、たとえば、Ｖ２Ｘメッセージ８０８
を修正（またはそのようなブロードキャストを開始）し得る。インシデント８０６の詳細
に関連する情報のいくつかの例は、位置、深刻度、または本明細書に説明されたインシデ
ントのタイプに依存して役に立ち得る他の詳細のような情報を含むが、それらに限定され
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ない。情報は、メタデータのいくつかの形態と関連付けられ得る。たとえば、上記で述べ
られるように、メタデータは、リレーが起こるべき最大の回数、たとえば、１０回、を設
定するために使用され得る。メタデータはまた、たとえば、１０分などの、情報が有効で
あると考えられるべき時間の長さ、またはインシデント情報に関連する他の情報を設定す
るために使用される可能性がある。
【００７３】
　[0093]　図８の例において、ビークル８０１は、ＭＮＯ８０４にインシデント８０６の
報告を送るためにＷＷＡＮ接続を使用し得る。ＭＮＯ８０４は、ＢＭ－ＳＣに情報を渡し
得、それは、Ｖ２Ｘメッセージからの情報を含むポイントツーマルチポイントブロードキ
ャスト８１０サービスを作成し得る。たとえば、ＢＭ－ＳＣは、Ｖ２Ｘメッセージからの
情報を含むＭＢＭＳサービスを作成し得る。送信機／受信機８０２は、ポイントツーマル
チポイントブロードキャスト８１０を提供し得る。
【００７４】
　[0094]　図９は、この開示の例に従って、通信システムによってカバーされた（図６～
８の）地理的エリアを例示する図９００である。通信信号は、１つまたは複数のＶ２Ｘ通
信９０２および９０４、および１つまたは複数のポイントツーマルチポイントブロードキ
ャスト９０６を含み得る。図９は、Ｖ２Ｘ近接通信９０２、９０４からのポイントツーマ
ルチポイントブロードキャスト９０６のブートストラッピングの例を例示する。
【００７５】
　[0095]　Ｖ２Ｘ通信９０２および９０４は、ビークルが別のビークルと通信し、ビーク
ルがインフラストラクチャと通信し、ビークルが歩行者と通信し、インフラストラクチャ
がビークルと通信し、および歩行者がビークルと通信する通信または他の通信を含み得る
。Ｖ２Ｘ通信９０２および９０４は、狭域通信（ＤＳＲＣ：dedicated short range comm
unication）またはＬＴＥダイレクト（ＬＴＥ－Ｄ）などのローカルブロードキャスト技
術を介し得る。いくつかの例において、Ｖ２Ｘメッセージは、近接ベースのサービス（Ｐ
ｒｏＳｅ：Proximity-based Services）を介して送信され得る。近接ベースのサービスは
、特徴を制御するための位置への近接を決定するために位置データを使用するサービスを
含み得る。
【００７６】
　[0096]　Ｖ２Ｘ通信９０２および９０４は、非常に低いレイテンシ（a very low laten
cy）（１００ｍｓ）で、低メッセージサイズ（５０～３００バイト）で、短距離（３００
ｍ）環境で典型的に動作し、一般に、安全性用途のために使用される。Ｖ２Ｘ通信９０２
および９０４はまた、インフォテインメント、テレマティクス、広告、モビリティ管理、
情報収集、または他の用途のために使用され得る。
【００７７】
　[0097]　Ｖ２Ｘ通信９０２は、自動車、オートバイ、トラック、バス、電車、トラム、
船、航空機、または、別のタイプのビークルのような、ビークルからの通信ブロードキャ
ストであり得る。しかしながら、一般に、上記で説明されるように、ビークルは、自動車
、オートバイ、トラック、バスなどの、車道ベースのビークルであり得る。Ｖ２Ｘブロー
ドキャスト９０４は、ＲＳＵ９０８からの通信ブロードキャストであり得る。ＲＳＵ９０
８は、通過するビークルに接続性サポートを提供するロードサイド上に位置するコンピュ
ーティングデバイスであり得る。
【００７８】
　[0098]　ポイントツーマルチポイントブロードキャスト９０６は、ＭＢＭＳブロードキ
ャスト、ＳＣ－ＰＴＭブロードキャスト、または他のタイプの１対多の通信接続であり得
る。ポイントツーマルチポイントブロードキャスト９０６は、ＭＮＯ９１０に属する送信
機器９１８から生じ得る（originate from）。
【００７９】
　[0099]　ＭＢＭＳブロードキャスト、ＳＣ－ＰＴＭブロードキャスト、または、他のタ
イプの１対多の通信接続のような、ポイントツーマルチポイントブロードキャスト９０６
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は、現存する３ＧＰＰネットワークを介してビークルへのマルチメディアコンテンツを送
信することによってＶ２Ｘを強化するために使用され得る。このコンテンツは、一般に、
ＬＴＥ－Ｄを介してビークルに局所的に送信されるには大きすぎる場合があり、より大き
なスケーラビリティが、ＭＢＭＳまたはＳＣ－ＰＴＭのような、ポイントツーマルチポイ
ントブロードキャストを使用することによって得られ得る。
【００８０】
　[00100]　一例において、交通衝突、交通混雑、たとえば、「交通渋滞」、道路閉鎖、
天候遅延、または別のイベントのような、インシデント９１２が起こり得る。車道ベース
のビークルに関連する例において、上記に説明されたように、インシデントは、一般に、
上記で説明された交通衝突および交通混雑のような、車道の使用に影響を与え得る物事に
関連し得る。他の例において、他のタイプのインシデントが、電車および飛行機に関して
上記に説明されるように、重要であり得る。
【００８１】
　[00101]　インシデント９１２おけるＶ２Ｘがイネーブルされ、かつ、ことによるとい
くつかの事例においてインシデントに巻き込まれたビークルは、Ｖ２Ｘがイネーブルされ
たビークルのＶ２Ｘ通信９０２を、インシデント９１２の位置、インシデント９１２の深
刻度、またはインシデント９１２に関する他のものについて重要であり得る他の詳細のよ
うな、インシデントの詳細を含むように修正し（または開始し）得る。
【００８２】
　[00102]　ＲＳＵ９０８は、Ｖ２Ｘ通信９０２を受信し得、ローカル交通機関９１６に
Ｖ２Ｘメッセージにおける情報を転送する（forwarding）ことによって、ローカル交通機
関９１６にインシデントについて知らせ得る。ローカル交通機関９１６は、次いで、ＭＢ
ＭＳサービスのようなポイントツーマルチポイントブロードキャスト９０６を確立するた
めまたは修正するためにＭＮＯ９１０に連絡し得る。ポイントツーマルチポイントブロー
ドキャスト９０６は、代わりのルート情報、マップ、または、交通事故または交通混雑の
ようなインシデントを避けようとする人にとって役に立ち得る他の情報を含み得る。
【００８３】
　[00103]　いくつかの実例において、たとえば、ビークル９１４における、通信デバイ
スがポイントツーマルチポイントブロードキャスト９０６に気づくようにすることが必要
であり得る。したがって、いくつかの例において、Ｖ２Ｘメッセージ９０４のペイロード
は、ポイントツーマルチポイントブロードキャスト９０６に同調して、それによってポイ
ントツーマルチポイントブロードキャスト９０６からコンテンツを受信するためにビーク
ル９１４における通信デバイスによって使用され得る、「ブートストラッピング情報」を
含み得る。一般に、ポイントツーマルチポイント送信についてのブートストラッピング情
報は、周波数、使用されるデータレート、またはポイントツーマルチポイントブロードキ
ャストに同調することに必要とされるかまたは役に立ち得る任意の他のデータのような、
ポイントツーマルチポイントブロードキャストに同調することに必要とされるかまたは役
に立つ任意の基本的な情報を含み得る。
【００８４】
　[00104]　ＲＳＵ９０８のような、ローカルＲＳＵは、ポイントツーマルチポイントブ
ロードキャスト９０６に同調することを可能にするための情報を含むＶ２Ｘメッセージを
ブロードキャストし得る。言い換えると、Ｖ２Ｘメッセージは、ＭＢＭＳブートストラッ
ピング情報のペイロードを含み得る。
【００８５】
　[00105]　一例において、エリアは、ポイントツーマルチポイントブロードキャスト９
０６によってカバーされる。ポイントツーマルチポイントブロードキャスト９０６は、ト
ラフィックレポートまたはインターネットストリーミングラジオのようなサービスのネッ
トワークブロードキャスティングを可能にし得る。ビークル９１４は、Ｖ２Ｘメッセージ
９０４を送信するＲＳＵ９０８の受信範囲に入り（drive into）得る。ビークル９１４は
、この開示の様々な態様をインプリメントするデバイスを含み得る。たとえば、ビークル
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９１４におけるデバイスは、Ｖ２Ｘブロードキャスト９０４を受信し得る。Ｖ２Ｘブロー
ドキャスト９０４は、ポイントツーマルチポイントブロードキャスト９０６に関する情報
を含み得る。ポイントツーマルチポイントブロードキャスト９０６に関する情報は、ブー
トストラッピング情報を含み得、Ｖ２Ｘブロードキャストのペイロードの一部であり得る
。ビークル９１４におけるデバイスは、Ｖ２Ｘブロードキャストのペイロードからのポイ
ントツーマルチポイントブロードキャストに関する情報、たとえば、ブートストラッピン
グ情報を解析（parse out）し得る。
【００８６】
　[00106]　いくつかの例において、ビークル９１４におけるデバイスは、ポイントツー
マルチポイントブロードキャスト９０６に関する情報を解析するための部分および（ＭＢ
ＭＳ送信であり得る）ポイントツーマルチポイントブロードキャスト９０６に同調するた
めのポイントツーマルチポイントブロードキャストに関する情報を使用する部分を機能的
に含み得る。したがって、ポイントツーマルチポイントブロードキャスト９０６に関する
情報（たとえば、ブートストラッピングデータ）は、その情報を解析するために使用され
るデバイスの部分からポイントツーマルチポイントブロードキャストに同調するためにそ
の情報を使用するデバイスの部分に渡され得る。いくつかの例において、ポイントツーマ
ルチポイントブロードキャストに関する情報を使用するデバイスの部分は、ＭＢＭＳミド
ルウェアであり得る。
【００８７】
　[00107]　ビークル９１４におけるデバイスは、ブートストラッピングデータのような
、情報を使用して、ポイントツーマルチポイントブロードキャスト９０６に同調し得る。
ビークル９１４におけるデバイスは、ポイントツーマルチポイントブロードキャストから
コンテンツをダウンロードし得る。この情報は、デバイスの一部であるユーザ出力を使用
するか、ビークル９１４の一部であるユーザ出力を使用するか、または、デバイスに結合
された外部のユーザ出力を使用することによって、ビークルの運転手のような、ユーザに
提示され得る。ビークル９１４におけるデバイスは、本明細書で説明される複数のシステ
ムおよび方法の１つの例を例示するために使用されてきた。しかしながら、このようなデ
バイスは、ビークル９１４から独立して使用され得ることが理解されよう。
【００８８】
　[00108]　図１０は、Ｖ２Ｘ近接ブロードキャストからのブートストラッピングＭＢＭ
Ｓに関連するメッセージフローを例示する図１０００である。図１０において例示される
ように、第１のメッセージ１００１は、ビークル１００２から生じ得る。第１のメッセー
ジ１００１は、Ｖ２Ｘブロードキャストであり得る。Ｖ２Ｘブロードキャストは、インシ
デントに関する情報を含み得る。インシデントは、たとえば、交通衝突、故障しているビ
ークル、交通混雑、または、たとえば、道路上の運転手に影響を与え得る別のインシデン
トであり得る。Ｖ２Ｘブロードキャストは、インシデント位置、インシデントが起こった
ときのタイムスタンプまたは時間の他のインジケーション、パスヒストリ、またはインシ
デントに関連する他のデータのようなインシデントについての情報を含み得る。一例にお
いて、第１のメッセージ１００１は、ビークル１００２からＲＳＵ１００４に送信され得
る。
【００８９】
　[00109]　ＲＳＵ１００４は、交通管理センター１００８のようなネットワークエンテ
ィティにユニキャストメッセージ１００６を送信し得る。ユニキャストメッセージ１００
６は、ＨＴＴＰを介し得、インシデント報告を含み得る。インシデント報告は、位置、タ
イムスタンプ、パスヒストリ、ならびに、報告されている特定のインシデントに関して重
要であり得る他のデータも含み得る。交通管理センター１００８は、ユニキャストメッセ
ージ１００６を受信し得る。追加的に、交通管理センター１００８は、ＢＭ－ＳＣ１０１
４にＭＢＭＳサービスの要求１０１２を、ＨＴＴＰを介してユニキャストし得る。ＢＭ－
ＳＣ１０１４は、ＭＢＭＳスケジューラ（図示せず）に交通管理センター１００８’の要
求を加え得る。ＢＭ－ＳＣ１０１４は、ＴＭＧＩ、ＩＰマルチキャストアドレス、周波数
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、スタート時間、停止時間、および必要とされ得また望ましくあり得る任意の他の詳細の
ような要求されたＭＢＭＳサービスの詳細を、ＨＴＴＰを介して、ユニキャスト１０１６
し得る。交通管理センター１００８は、次いで、ＭＢＭＳサービスのこれらの詳細のうち
のいくつかまたは全てを、ＨＴＴＰを介して、ユニキャスト１０１０し得る。ＢＭ－ＳＣ
１０１４はまた、少数の例を挙げると、ｅＮＢのリスト、注釈付きのマップ、代替のルー
ト、インシデント報告、位置、タイムスタンプのような、ＭＢＭＳサービスの要求をユニ
キャスト１０２０し得る。ＭＢＭＳ－ＧＷ１０２２は、ｅＮＢ１０２６にＭＢＭＳサービ
スの要求１０２４をユニキャストし得る。要求１０２４は、少数の例を挙げると、ＴＭＧ
Ｉ、周波数、ＩＰマルチキャストアドレス、注釈付きのマップ、代替のルート、インシデ
ント報告、位置、タイムスタンプを含み得る。
【００９０】
　[00110]　図１１は、この開示の例に従った、別の通信システムによってカバーされる
地理的エリア１１００を例示する図である。図１１は、Ｖ２Ｘ近接ブロードキャストから
のブートストラッピングＭＢＭＳの別の例を例示する。図１１の例において、ユーザにマ
ルチメディアコンテンツを広告すること、またはそうではない場合、提供することを望む
商業のエンティティまたは他のエンティティは、少数の例を挙げると、ＭＢＭＳブロード
キャストまたはＳＣ－ＰＴＭのような、ポイントツーマルチポイントブロードキャスト１
１０２およびＲＳＵ１１０１を使用してユーザと通信し得る。マルチメディアコンテンツ
を提供することを望む広告主または別のエンティティは、ポイントツーマルチポイントブ
ロードキャスト１１０２を介して、マルチメディアバウチャーを配信するためにＭＮＯ１
１０４との取り決め（an arrangement）を有し得る。いくつかの例において、継続してい
るポイントツーマルチポイントブロードキャスト１１０２は、エリアにおいて確立される
。
【００９１】
　[00111]　サイト上のＲＳＵ１１０１は、商業エンティティによって制御され得、また
は別のエンティティがＶ２Ｘメッセージ１１１０をブロードキャストし得、それはポイン
トツーマルチポイントブロードキャスト１１０２についてのブートストラッピング情報を
含む。
【００９２】
　[00112]　通過するビークル１１０８は、Ｖ２Ｘメッセージ１１１０を受信し、次いで
、ポイントツーマルチポイントブロードキャスト１１０２に同調し得る。通過するビーク
ル１１０８は、次いで、ポイントツーマルチポイントブロードキャスト１１０２のコンテ
ンツをダウンロードし得、またことによると購入を行うために広告主の位置に止まり得る
。
【００９３】
　[00113]　図１２は、ＲＳＵを含む例となるＭＢＭＳおよびＬＴＥアーキテクチャを例
示する図１２００である。ＲＳＵ１２０１ならびにビークル１２０２および１２０４は、
図１２において例示されるアーキテクチャを使用して、交通管理センター１２１６と通信
し得る。ＲＳＵ１２０１およびビークル１２０２および１２０４は、ｅＮＢ１２０６を通
じて通信し得る。ｅＮＢ１２０６は、一般に、ＲＳＵ１２０１ならびにビークル１２０２
および１２０４についての基地局として振る舞う。例示された例において、ｅＮＢ１２０
６は、ＭＢＭＳ－ＧＷ１２０８とサービングゲートウェイ（Ｓ－ＧＷ）１２１０の両方に
結合される。Ｓ－ＧＷ１２１０はゲートウェイであるけれども、ＭＢＭＳ－ＧＷ１２０８
は、一般に基地局制御装置として振る舞い、一般にｅＮＢ１２０６とＢＭ－ＳＣ１２１２
との間でデータパケットをルーティングおよび転送する。ＭＢＭＳ－ＧＷ１２０８は、Ｂ
Ｍ－ＳＣ１２１２に結合され、一般に、ＭＢＭＳ－ＧＷ１２０８への上位制御として振る
舞う。
【００９４】
　[00114]　Ｓ－ＧＷ１２１０は、ＰＤＮゲートウェイ１２１４に結合される。ＰＤＮゲ
ートウェイ１２１４は、交通管理センター１２１６に結合される。したがって、Ｓ－ＧＷ
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１２１０およびＰＤＮゲートウェイは、交通管理センター１２１６およびｅＮＢ１２０６
の間でパケットをルーティングおよび転送し得る。ＢＭ－ＳＣ１２１２は、交通管理セン
ター１２１６に結合され、一般にブロードキャストマルチキャスティングを管理する。
【００９５】
　[00115]　本明細書で説明されるように、交通管理センター１２１６またはいくつかの
他のＭＮＯノードは、ＢＭ－ＳＣにＶ２Ｘメッセージを配信するために、マルチメディア
ブロードキャストセッションをセットアップすることを要求し得る。ｅＮＢは、Ｖ２Ｘブ
ロードキャスト送信を受信する能力があり得る。ＭＢＭＳサービスは、複数のＲＳＵおよ
び／または複数のビークルを含む広い聴衆（audience）にＶ２Ｘメッセージを配信するた
めに、使用され得る。
【００９６】
　[00116]　図１３は、ワイヤレス通信の方法のフローチャート１３００である。方法は
、ＲＳＵ（たとえば、ＲＳＵ１２０１）によって行われ得る。１３０２において、ＲＳＵ
は、ＵＥからＶ２Ｘメッセージを受信し得る。たとえば、図６を参照すると、ＲＳＵ６０
１は、ＵＥ、たとえば、インシデント６０２におけるビークル内のＵＥ、からＶ２Ｘメッ
セージ６１２を受信し得る。
【００９７】
　[00117]　１３０４において、ＲＳＵは、Ｖ２Ｘメッセージに関連付けられた情報をブ
ロードキャストし得る。たとえば、図６を参照すると、ＲＳＵ６０１は、Ｖ２Ｘメッセー
ジ６１６においてＶ２Ｘメッセージ６１２に関連付けられた情報をブロードキャストし得
る。いくつかの例において、Ｖ２Ｘメッセージに関連付けられた情報は、衝突についての
情報のような、インシデント情報を含み得る。インシデントの詳細に関連する情報のいく
つかの例は、位置、深刻度、または本明細書に説明されたインシデントのタイプに依存し
て役に立つことが可能である他の詳細のような情報を含むが、それらに限定されない。
情報は、メタデータのいくつかの形態と関連付けられ得る。たとえば、上記で述べられる
ように、メタデータは、リレーが起こるべき最大の回数、たとえば、１０回、を設定する
ために使用され得る。メタデータはまた、たとえば、１０分などの、情報が有効であると
考えられるべき時間の長さ、またはインシデント情報に関連する他の情報を設定するため
に使用される可能性がある。
【００９８】
　[00118]　１３０６において、ＲＳＵは、ポイントツーマルチポイントブロードキャス
トのためのネットワークエンティティにＶ２Ｘメッセージに関連付けられた情報を送り得
る。たとえば、図６を参照すると、ＲＳＵ６０１は、図６のポイントツーマルチポイント
ブロードキャスト６１４のためのネットワークエンティティ（たとえば、図６に例示され
たローカル交通機関６０８または図１０に例示された交通管理センター１００８）に、Ｖ
２Ｘメッセージ６１２に関連付けられた情報を送り得る。
【００９９】
　[00119]　１３０８において、随意的に、ＲＳＵは、Ｖ２Ｘメッセージに関連付けられ
た情報を含むポイントツーマルチポイントブロードキャストを受信し得る。たとえば、図
６を参照すると、ＲＳＵ６０１は、Ｖ２Ｘメッセージ６１２に関連付けられた情報を含む
ポイントツーマルチポイントブロードキャスト６１４を受信し得る。いくつかの例におい
て、受信されたポイントツーマルチポイントブロードキャスト６１４は、ＭＢＭＳブロー
ドキャストであり得る。他の例において、受信されたポイントツーマルチポイントブロー
ドキャスト６１４は、ＳＣ－ＰＴＭブロードキャストであり得る。
【０１００】
　[00120]　１３１０において、随意的に、ＲＳＵは、ポイントツーマルチポイントブロ
ードキャストにおいて受信されたＶ２Ｘメッセージに関連付けられた情報をブロードキャ
ストし得る。たとえば、図６を参照すると、ＲＳＵ６０１は、ポイントツーマルチポイン
トブロードキャスト６１４において受信されたＶ２Ｘメッセージ６１２に関連付けられた
情報をブロードキャストし得る６１６。
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【０１０１】
　[00121]　図１４は、ワイヤレス通信の別の方法のフローチャート１４００である。方
法は、ＲＳＵ（たとえば、ＲＳＵ６０１）によって行われ得る。１４０２において、ＲＳ
Ｕは、第１のＶ２Ｘメッセージからの情報を含むポイントツーマルチポイントブロードキ
ャストを受信し得る。たとえば、図６を参照すると、ＲＳＵ６０１は、（別のＲＳＵ６２
２、６２４からの）第１のＶ２Ｘメッセージからの情報を含むポイントツーマルチポイン
トブロードキャスト６１４を受信し得る。いくつかの例において、ポイントツーマルチポ
イントブロードキャスト６１４は、ＭＢＭＳブロードキャストを含み得る。他の例におい
て、ポイントツーマルチポイントブロードキャストは、ＳＣ－ＰＴＭブロードキャストを
含み得る。
【０１０２】
　[00122]　１４０４において、ＲＳＵは、ポイントツーマルチポイントブロードキャス
トにおいて受信された第１のＶ２Ｘメッセージに関連付けられた情報をブロードキャスト
し得る。たとえば、図６を参照すると、ＲＳＵ６０１は、ポイントツーマルチポイントブ
ロードキャスト６１４において受信された（別のＲＳＵ６２２、６２４からの）第１のＶ
２Ｘメッセージに関連付けられた情報をブロードキャストし得る。
【０１０３】
　[00123]　１４０６において、随意的に、ＲＳＵは、第２のＶ２Ｘメッセージを受信し
得る。第２のＶ２Ｘメッセージは、ＵＥから受信され得、ポイントツーマルチポイントブ
ロードキャストおよび第１のＶ２Ｘメッセージの前に生じ得る。たとえば、図６を参照す
ると、ＲＳＵ６０１は、第２のＶ２Ｘメッセージ６１２を受信し得る。第２のＶ２Ｘメッ
セージ６１２は、インシデント６０２におけるビークル内のＵＥから受信され得、ポイン
トツーマルチポイントブロードキャスト６１４および（別のＲＳＵ６２２、６２４からの
）第１のＶ２Ｘメッセージの前に生じ得る。
【０１０４】
　[00124]　１４０８において、随意的に、ＲＳＵは、ネットワークエンティティに第２
のＶ２Ｘメッセージに関連付けられた情報を送り得る。たとえば、図６を参照すると、Ｒ
ＳＵ６０１は、ネットワークエンティティ（たとえば、ローカル交通機関６０８）に第２
のＶ２Ｘメッセージ６１２に関連付けられた情報を送り得る。いくつかの例において、受
信された第２のＶ２Ｘメッセージ６１２は、（ＲＳＵ６２２、６２４のうちの１つからの
）第１のＶ２Ｘメッセージに関連付けられ得る。いくつかの例において、第２のＶ２Ｘメ
ッセージ６１２に関連付けられた情報は、バックホール接続６１７上で、ネットワークエ
ンティティ（たとえば、ローカル交通機関６０８）に送られる。いくつかの例において、
（ＲＳＵ６２２、６２４のうちの１つからの）第１のＶ２Ｘメッセージおよび第２のＶ２
Ｘメッセージは、インシデント６０２情報を含む。いくつかの例において、（ＲＳＵ６２
２、６２４のうちの１つからの）第１のＶ２Ｘメッセージおよび第２のＶ２Ｘメッセージ
は、同一である。
【０１０５】
　[00125]　１４１０において、随意に、ＲＳＵは、第２のＶ２Ｘメッセージに関連付け
られた情報をブロードキャストし得る。たとえば、図１２を参照すると、ＲＳＵ１２０１
は、第２のＶ２Ｘメッセージ６１２に関連付けられた情報をブロードキャストし得る。
【０１０６】
　[00126]　１４１０において、随意的に、ＲＳＵは、第１のＶ２Ｘメッセージに関連付
けられた情報をブロードキャストすると、第２のＶ２Ｘメッセージに関連付けられた情報
をブロードキャストすることを控え得る。たとえば、図１２を参照すると、ＲＳＵ１２０
１は、（ＲＳＵ６２２、６２４のうちの１つからの）第１のＶ２Ｘメッセージに関連付け
られた情報をブロードキャストすると、第２のＶ２Ｘメッセージ６１２に関連付けられた
情報をブロードキャストすることを控え得る。第１のＶ２Ｘメッセージに関連付けられた
情報は、第２のＶ２Ｘメッセージ６１２に関連付けられた情報、ならびに追加の情報を含
み得る。
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【０１０７】
　[00127]　図１５は、ワイヤレス通信の別の方法のフローチャート１５００である。方
法は、ＲＳＵ（たとえば、ＲＳＵ１２０１）によって行われ得る。１５０２において、Ｒ
ＳＵは、ＲＳＵにおいてポイントツーマルチポイントブロードキャストに関する情報を受
信し得る。ポイントツーマルチポイントブロードキャストに関する情報は、ポイントツー
マルチポイントブロードキャストに同調するための情報を含み得る。たとえば、図１１を
参照すると、ＲＳＵ１１０１は、ＲＳＵにおいてポイントツーマルチポイントブロードキ
ャスト１１０２に関する情報を受信し得る。ポイントツーマルチポイントブロードキャス
ト１１０２に関する情報は、ポイントツーマルチポイントブロードキャスト１１０２に同
調するための情報を含み得る。一例において、ポイントツーマルチポイントブロードキャ
スト１１０２は、ＭＢＭＳブロードキャストを含み得る。別の例において、ポイントツー
マルチポイントブロードキャスト１１０２は、ＳＣ－ＰＴＭブロードキャストを含み得る
。
【０１０８】
　[00128]　１５０４において、ＲＳＵは、ポイントツーマルチポイントブロードキャス
トに関する情報を含む第１のＶ２Ｘメッセージをブロードキャストし得る。たとえば、図
１１を参照すると、ＲＳＵ１１０１は、ポイントツーマルチポイントブロードキャストに
関する情報を含む第１のＶ２Ｘメッセージ１１１０をブロードキャストし得る。ポイント
ツーマルチポイントブロードキャスト１１０２に関する受信された情報は、送信されたイ
ンシデントの詳細（たとえば、図６のインシデント６０２）に関連付けられ得る。第１の
Ｖ２Ｘメッセージをブロードキャストすることは、ポイントツーマルチポイントブロード
キャスト１１０２に関する情報を受信することに応答するものであり得る。図６を参照す
ると、いくつかの例において、ポイントツーマルチポイントブロードキャスト６１４は、
ネットワークエンティティ（ローカル交通機関６０８）に送信されたインシデントの詳細
を含み得る。いくつかの例において、ポイントツーマルチポイントブロードキャスト６１
４は、マルチメディアコンテンツを含む継続中のポイントツーマルチポイントブロードキ
ャストを含み得る。
【０１０９】
　[00129]　１５０６において、随意的に、ＲＳＵは、インシデントの詳細を含む第２の
Ｖ２Ｘメッセージを受信し得る。たとえば、図１２を参照すると、ＲＳＵ１２０１は、ネ
ットワークエンティティにインシデントの詳細を送信し得る。
【０１１０】
　[00130]　１５０６において、随意的に、ＲＳＵは、ネットワークエンティティにイン
シデントの詳細を送信し得る。たとえば、図１２を参照すると、ＲＳＵ１２０１は、ネッ
トワークエンティティにインシデントの詳細を送信し得る。インシデントの詳細は、たと
えば、図６のバックホール接続６１７など、バックホール上でネットワークエンティティ
に送信され得る。
【０１１１】
　[00131]　図１６は、ワイヤレス通信の別の方法のフローチャート１６００である。方
法は、ビークルにインストールされたＵＥ、ＲＳＵ、基地局、または他の電子通信デバイ
スによって行われ得る。１６０２において、ＲＳＵは、別のＲＳＵからインシデントに関
する送信を受信し得る。たとえば、図１２を参照すると、ＲＳＵ１２０１は、別のＲＳＵ
からインシデントに関する送信を受信し得る。
【０１１２】
　[00132]　１６０４において、ネットワークエンティティは、別のＲＳＵからのインシ
デントに関する受信された送信に基づいて、ポイントツーマルチポイントブロードキャス
トを確立し得る。たとえば、図１２を参照すると、ネットワークエンティティは、図１１
のＲＳＵ１１０１からのインシデントに関する受信された送信１１１０に基づいて、ポイ
ントツーマルチポイントブロードキャスト（たとえば、図１１のポイントツーマルチポイ
ントブロードキャスト１１０２）を確立し得る。
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【０１１３】
　[00133]　１６０６において、随意に、ＲＳＵは、別のＲＳＵに、ＭＢＭＳブロードキ
ャストに関する情報を送信し得る。ＭＢＭＳブロードキャストに関する情報は、ＭＢＭＳ
ブロードキャストに同調するための情報を含み得る。たとえば、図１２を参照すると、Ｒ
ＳＵ１２０１は、別のＲＳＵにＭＢＭＳブロードキャストに関する情報を送信し得る。Ｍ
ＢＭＳブロードキャストに関する情報は、ＭＢＭＳブロードキャストに同調するための情
報を含み得る。
【０１１４】
　[00134]　図１７は、例となる装置１７０２および例となる装置１７５２における異な
る手段／コンポーネント間のデータフローを例示する概念的なデータフロー図１７００で
ある。装置１７０２は、図６のＲＳＵ６０１のような、ＲＳＵであり得る。装置１７５２
は、図６のローカル交通機関６０８のような、ネットワークエンティティであり得る。こ
の装置１７０２は、ＵＥからＶ２Ｘメッセージを受信するように構成された受信コンポー
ネント１７０４を含む。装置は、Ｖ２Ｘメッセージに関連付けられた情報を抽出するため
に、受信されたＶ２Ｘメッセージを処理するように構成されたＶ２Ｘハンドリングコンポ
ーネント１７０６をさらに含む。装置１７０２は、Ｖ２Ｘメッセージに関連付けられた情
報をブロードキャストし、かつポイントツーマルチポイントブロードキャストのためのネ
ットワークエンティティにＶ２Ｘメッセージに関連付けられた情報を送るように構成され
る送信コンポーネント１７０８をさらに含む。
【０１１５】
　[00135]　一構成において、受信コンポーネント１７０４は、Ｖ２Ｘメッセージに関連
付けられた情報を含むポイントツーマルチポイントブロードキャストを受信するように構
成され得る。送信コンポーネント１７０８は、ポイントツーマルチポイントブロードキャ
ストにおいて受信されたＶ２Ｘメッセージに関連付けられた情報をブロードキャストする
ように構成され得る。一構成において、ポイントツーマルチポイントブロードキャストは
、ＭＢＭＳブロードキャストであり得る。一構成において、ポイントツーマルチポイント
ブロードキャストは、ＳＣ－ＰＴＭブロードキャストであり得る。Ｖ２Ｘメッセージは、
ＭＢＭＳブロードキャストに同調するためのブートストラッピング情報を含み得る。
【０１１６】
　[00136]　一構成において、受信コンポーネント１７０４は、第１のＶ２Ｘメッセージ
からの情報を含むポイントツーマルチポイントブロードキャストを受信するように構成さ
れ得る。Ｖ２Ｘハンドリングコンポーネント１７０６は、第１のＶ２Ｘメッセージに関連
付けられた情報を抽出するために、ポイントツーマルチポイントブロードキャストを処理
する。送信コンポーネント１７０８は、ポイントツーマルチポイントブロードキャストに
おいて受信された第１のＶ２Ｘメッセージに関連付けられた情報をブロードキャストする
ように構成され得る。一構成において、ポイントツーマルチポイントブロードキャストは
、ＭＢＭＳブロードキャストであり得る。一構成において、ポイントツーマルチポイント
ブロードキャストは、ＳＣ－ＰＴＭブロードキャストであり得る。
【０１１７】
　[00137]　一構成において、受信コンポーネント１７０４は、第２のＶ２Ｘメッセージ
を受信するように構成され得る。第２のＶ２Ｘメッセージは、ＵＥから受信され得、ポイ
ントツーマルチポイントブロードキャストおよび第１のＶ２Ｘメッセージの前に生じ得る
。送信コンポーネント１７０８は、ネットワークエンティティ１７３２に、第２のＶ２Ｘ
メッセージに関連付けられた情報を送るように構成され得る。受信された第２のＶ２Ｘメ
ッセージは、第１のＶ２Ｘメッセージに関連付けられ得る。
【０１１８】
　[00138]　一構成において、受信コンポーネント１７０４は、第２のＶ２Ｘメッセージ
に関連付けられた情報をブロードキャストするように、または第１のＶ２Ｘメッセージに
関連付けられた情報をブロードキャストすると、第２のＶ２Ｘメッセージに関連付けられ
た情報をブロードキャストすることを控えるように構成され得る。第２のＶ２Ｘメッセー
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ジに関連付けられた情報は、バックホール上でネットワークエンティティに送られ得る。
第１のＶ２Ｘメッセージおよび第２のＶ２Ｘメッセージは、インシデント情報を含み得る
。第１のＶ２Ｘメッセージおよび第２のＶ２Ｘメッセージは、同一であり得る。第１のＶ
２Ｘメッセージは、第２のＶ２Ｘメッセージおよび第３のＶ２Ｘメッセージに関連付けら
れた情報を含み得る。Ｖ２Ｘメッセージは、ＭＢＭＳブロードキャストに同調するための
ブートストラッピング情報を含み得る。
【０１１９】
　[00139]　一構成において、受信コンポーネント１７０４は、ＲＳＵにおいてポイント
ツーマルチポイントブロードキャストに関する情報を受信するように構成され得る。ポイ
ントツーマルチポイントブロードキャストに関する情報は、ポイントツーマルチポイント
ブロードキャストに同調するための情報を含む。Ｖ２Ｘハンドリングコンポーネント１７
０６は、ポイントツーマルチポイントブロードキャストに同調するための情報を受信およ
び処理し得る。Ｖ２Ｘハンドリングコンポーネント１７０６は、送信コンポーネント１７
０８へ同調情報を渡し得る。送信コンポーネント１７０８は、ポイントツーマルチポイン
トブロードキャストに関する情報を含む第１のＶ２Ｘメッセージをブロードキャストする
ように構成され得る。ポイントツーマルチポイントブロードキャストは、ＭＢＭＳブロー
ドキャストであり得る。ポイントツーマルチポイントブロードキャストは、ＳＣ－ＰＴＭ
ブロードキャストを含み得る。
【０１２０】
　[00140]　 一構成において、受信コンポーネントは、インシデントの詳細を含む第２の
Ｖ２Ｘメッセージを受信するように構成され得る。送信コンポーネントは、ネットワーク
エンティティにインシデントの詳細を送信するように構成され得る。ポイントツーマルチ
ポイントブロードキャストに関する受信された情報は、送信されたインシデントの詳細に
関連付けられ得る。インシデントの詳細は、バックホール上でネットワークエンティティ
に送信され得る。第１のＶ２Ｘメッセージをブロードキャストすることは、ポイントツー
マルチポイントブロードキャストに関する情報を受信することに応答するものであり得る
。ポイントツーマルチポイントブロードキャストは、ネットワークエンティティに送信さ
れたインシデントの詳細を含み得る。ポイントツーマルチポイントブロードキャストは、
マルチメディアコンテンツを含む継続中のポイントツーマルチポイントブロードキャスト
を含み得る。
【０１２１】
　[00141]　一構成において、装置１７５２は、ＲＳＵ１７３４からのインシデントに関
する送信を受信するように構成された受信コンポーネント１７５４を含む。装置１７５２
は、ＲＳＵからのインシデントに関する受信された送信に基づいて、ポイントツーマルチ
ポイントブロードキャストを確立するように構成されたポイントツーマルチポイントハン
ドリングコンポーネント１７５６をさらに含む。ポイントツーマルチポイントハンドリン
グコンポーネント１７５６は、ポイントツーマルチポイントブロードキャストを確立する
ために信号を送信するように構成された送信コンポーネント１７５８を制御するようにさ
らに構成され得る。ポイントツーマルチポイントブロードキャストは、ＭＢＭＳブロード
キャストを含み得る。ポイントツーマルチポイントブロードキャストは、ＳＣ－ＰＴＭブ
ロードキャストを含み得る。
【０１２２】
　[00142]　一構成において、送信コンポーネントは、ＲＳＵにＭＢＭＳブロードキャス
トに関する情報を送信するようにさらに構成され得る。ＭＢＭＳブロードキャストに関す
る情報は、ＭＢＭＳブロードキャストに同調するための情報を含み得る。ＭＢＭＳブロー
ドキャストに関する情報は、バックホール上でＲＳＵに送信され得る。
【０１２３】
　[00143]　装置１７０２、１７５２は、図１３－１６の前述のフローチャートにおける
アルゴリズムのブロックの各々を行う追加のコンポーネントを含み得る。そのため、図１
３－１６の前述のフローチャートにおける各ブロックは、コンポーネントによって行われ
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、装置１７０２、１７５２は、それらのコンポーネントのうちの１つまたは複数を含み得
る。これらコンポーネントは、記述された処理／アルゴリズムを遂行するように特に構成
される１つまたは複数のハードウェアコンポーネントであるか、記述された処理／アルゴ
リズムを行うように構成されたプロセッサによってインプリメントされるか、プロセッサ
によるインプリメンテーションのためにコンピュータ読み取り可能媒体内に記憶されるか
、またはこれらの何らかの組み合わせであり得る。
【０１２４】
　[00144]　図１８は、処理システム１８１４を採用する装置１８０２’についてのハー
ドウェアインプリメンテーションの例を例示する図１８００である。処理システム１８１
４は、一般に、バス１８２４によって表される、バスアーキテクチャを用いてインプリメ
ントされ得る。バス１８２４は、処理システム１８１４の特定のアプリケーションおよび
全体的な設計制約に依存して、任意の数の相互接続バスおよびブリッジを含み得る。バス
１８２４は、プロセッサ１８０４、コンポーネント１７０４、１７０６、１７０８、およ
びコンピュータ読み取り可能媒体／メモリ１８０６によって表される、１つまたは複数の
プロセッサおよび／またはハードウェアコンポーネントを含む様々な回路を互いにリンク
させる。バス１８２４はまた、タイミングソース、周辺機器、電圧レギュレータ、および
電力管理回路のような他の様々な回路をリンクさせ得、それらは、当該技術分野では周知
であるため、これ以上は説明されないであろう。
【０１２５】
　[00145]　処理システム１８１４は、トランシーバ１８１０に結合され得る。トランシ
ーバ１８１０は、１つまたは複数のアンテナ１８２０に結合される。トランシーバ１８１
０は、送信媒体を通じて様々な他の装置と通信するための手段を提供する。トランシーバ
１８１０は、１つまたは複数のアンテナ１８２０から信号を受信し、受信された信号から
情報を抽出し、処理システム１８１４、具体的には、図１７の受信コンポーネント１７０
４に抽出された情報を提供する。加えて、トランシーバ１８１０は、処理システム１８１
４、具体的には、図１７の送信コンポーネント１７０８から情報を受信し、受信された情
報に基づいて、１つまたは複数のアンテナ１８２０に適用される信号を生成する。処理シ
ステム１８１４は、コンピュータ読み取り可能媒体／メモリ１８０６に結合されたプロセ
ッサ１８０４を含む。プロセッサ１８０４は、コンピュータ読み取り可能媒体／メモリ１
８０６上に記憶されたソフトウェアの実行を含む、一般的な処理を担う。ソフトウェアは
、プロセッサ１８０４によって実行されるとき、処理システム１８１４に、任意の特定の
装置について上記に説明した様々な機能を行わせる。コンピュータ読み取り可能媒体／メ
モリ１８０６はまた、ソフトウェアを実行するときにプロセッサ１８０４によって操作さ
れるデータを記憶するために使用され得る。処理システム１８１４は、コンポーネント１
７０４、１７０６、および１７０８のうちの少なくとも１つをさらに含む。コンポーネン
トは、プロセッサ１８０４中で実行中であり、コンピュータ読み取り可能媒体／メモリ１
８０６中に存在する／記憶されたソフトウェアコンポーネントであるか、プロセッサ１８
０４に結合された１つまたは複数のハードウェアコンポーネントであるか、またはそれら
の何らかの組み合わせであり得る。処理システム１８１４は、ＵＥ３５０のコンポーネン
トであり得、メモリ３６０、および／または、ＴＸプロセッサ３６８、ＲＸプロセッサ３
５６、およびコントローラ／プロセッサ３５９のうちの少なくとも１つを含み得る。
【０１２６】
　[00146]　 一構成において、ワイヤレス通信のための装置１８０２’は、ＲＳＵであり
得る。一構成において、ＲＳＵは、ＵＥからＶ２Ｘメッセージを受信するための手段を含
み得る。ＲＳＵは、Ｖ２Ｘメッセージに関連付けられた情報をブロードキャストするため
の手段をさらに含み得る。ＲＳＵは、ポイントツーマルチポイントブロードキャストのた
めのネットワークエンティティにＶ２Ｘメッセージに関連付けられた情報を送るための手
段をさらに含み得る。
【０１２７】
　[00147]　一構成において、ＲＳＵは、Ｖ２Ｘメッセージに関連付けられた情報を含む
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ポイントツーマルチポイントブロードキャストを受信するための手段をさらに含み得る。
加えて、ＲＳＵは、ポイントツーマルチポイントブロードキャストにおいて受信されたＶ
２Ｘメッセージに関連付けられた情報をブロードキャストするための手段をさらに含み得
る。
【０１２８】
　[00148]　一構成において、受信されたポイントツーマルチポイントブロードキャスト
は、ＭＢＭＳブロードキャストであり得る。一構成において、受信されたポイントツーマ
ルチポイントブロードキャストは、ＳＣ－ＰＴＭブロードキャストであり得る。
【０１２９】
　[00149]　別の構成において、ＲＳＵは、第１のＶ２Ｘメッセージからの情報を含むポ
イントツーマルチポイントブロードキャストを受信するための手段を含み得る。ＲＳＵは
、ポイントツーマルチポイントブロードキャストにおいて受信された第１のＶ２Ｘメッセ
ージに関連付けられた情報をブロードキャストための手段をさらに含む。
【０１３０】
　[00150]　一構成において、ポイントツーマルチポイントブロードキャストは、ＭＢＭ
Ｓブロードキャストを含み得る。一構成において、ポイントツーマルチポイントブロード
キャストは、ＳＣ－ＰＴＭブロードキャストを含み得る。
【０１３１】
　[00151]　 一構成において、ＲＳＵは、第２のＶ２Ｘメッセージを受信するための手段
をさらに含み得る。第２のＶ２Ｘメッセージは、ＵＥから受信され得、ポイントツーマル
チポイントブロードキャストおよび第１のＶ２Ｘメッセージの前に生じ得る。加えて、Ｒ
ＳＵは、ネットワークエンティティに第２のＶ２Ｘメッセージに関連付けられた情報を送
るための手段をさらに含み得る。一構成において、受信された第２のＶ２Ｘメッセージは
、第１のＶ２Ｘメッセージに関連付けられ得る。
【０１３２】
　[00152]　 一構成において、ＲＳＵは、第２のＶ２Ｘメッセージに関連付けられた情報
をブロードキャストするための手段をさらに含み得る。加えて、ＲＳＵは、第１のＶ２Ｘ
メッセージに関連付けられた情報をブロードキャストすると、第２のＶ２Ｘメッセージに
関連付けられた情報をブロードキャストすることを控えるための手段をさらに含み得る。
【０１３３】
　[00153]　一構成において、第２のＶ２Ｘメッセージに関連付けられた情報は、バック
ホール上でネットワークエンティティに送られ得る。一構成において、第１のＶ２Ｘメッ
セージおよび第２のＶ２Ｘメッセージは、インシデント情報を含む。一構成において、第
１のＶ２Ｘメッセージおよび第２のＶ２Ｘメッセージは、同一である。一構成において、
第１のＶ２Ｘメッセージは、第２のＶ２Ｘメッセージおよび第３のＶ２Ｘメッセージに関
連付けられた情報を含む。
【０１３４】
　[00154]　一構成において、ＲＳＵは、ＲＳＵにおいてポイントツーマルチポイントブ
ロードキャストに関する情報を受信するための手段をさらに含み得る。ポイントツーマル
チポイントブロードキャストに関する情報は、ポイントツーマルチポイントブロードキャ
ストに同調するための情報を含み得る。ＲＳＵは、ポイントツーマルチポイントブロード
キャストに関する情報を含む第１のＶ２Ｘメッセージをブロードキャストするための手段
をさらに含む。
【０１３５】
　[00155]　一構成において、ポイントツーマルチポイントブロードキャストは、ＭＢＭ
Ｓブロードキャストを含み得る。一構成において、ポイントツーマルチポイントブロード
キャストは、ＳＣ－ＰＴＭブロードキャストを含み得る。
【０１３６】
　[00156]　一構成において、ＲＳＵは、インシデントの詳細を含む第２のＶ２Ｘメッセ
ージを受信するための手段をさらに含み得る。加えて、ＲＳＵは、ネットワークエンティ
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ティにインシデントの詳細を送信するための手段をさらに含み得る。一構成において、ポ
イントツーマルチポイントブロードキャストに関する受信された情報は、送信されたイン
シデントの詳細に関連付けられる。
【０１３７】
　[00157]　一構成において、インシデントの詳細は、バックホール上でネットワークエ
ンティティに送信される。一構成において、第１のＶ２Ｘメッセージをブロードキャスト
することは、ポイントツーマルチポイントブロードキャストに関する情報を受信すること
に応答するものである。一構成において、ポイントツーマルチポイントブロードキャスト
は、ネットワークエンティティに送信されたインシデントの詳細を含む。一構成において
、ポイントツーマルチポイントブロードキャストは、マルチメディアコンテンツを含む継
続中のポイントツーマルチポイントブロードキャストを含み得る。
【０１３８】
　[00158]　図１９は、処理システム１９１４を採用する装置１９０２’のためのハード
ウェアインプリメンテーションの例を例示する別の図１９００である。処理システム１９
１４は、一般に、バス１９２４によって表される、バスアーキテクチャを用いてインプリ
メントされ得る。バス１９２４は、処理システム１９１４の特定のアプリケーションおよ
び全体的な設計制約に依存して、任意の数の相互接続バスおよびブリッジを含み得る。バ
ス１９２４は、プロセッサ１９０４、コンポーネント１７５４、１７５６、１７５８、お
よびコンピュータ読み取り可能媒体／メモリ１９０６によって表される、１つまたは複数
のプロセッサおよび／またはハードウェアコンポーネントを含む様々な回路を互いにリン
クさせる。バス１９２４はまた、タイミングソース、周辺機器、電圧レギュレータ、およ
び電力管理回路のような様々な他の回路をリンクさせ得、それらは、当該技術分野では周
知であるため、これ以上は説明されないであろう。
【０１３９】
　[00159]　処理システム１９１４は、トランシーバ１９１０に結合され得る。トランシ
ーバ１９１０は、１つまたは複数のアンテナ１９２０に結合される。トランシーバ１９１
０は、送信媒体を通じて様々な他の装置と通信するための手段を提供する。トランシーバ
１９１０は、１つまたは複数のアンテナ１９２０から信号を受信し、受信された信号から
情報を抽出し、処理システム１９１４、具体的には、図１７の受信コンポーネント１７５
４に抽出された情報を提供する。加えて、トランシーバ１９１０は、処理システム１９１
４、具体的には、図１７の送信コンポーネント１７５８から情報を受信し、受信された情
報に基づいて、１つまたは複数のアンテナ１９２０に適用される信号を生成する。処理シ
ステム１９１４は、コンピュータ読み取り可能媒体／メモリ１９０６に結合されたプロセ
ッサ１９０４を含む。プロセッサ１９０４は、コンピュータ読み取り可能媒体／メモリ１
９０６上に記憶されたソフトウェアの実行を含む、一般的な処理を担う。ソフトウェアは
、プロセッサ１９０４によって実行されるとき、処理システム１９１４に、任意の特定の
装置について上記に説明した様々な機能を行わせる。コンピュータ読み取り可能媒体／メ
モリ１９０６はまた、ソフトウェアを実行するときにプロセッサ１９０４によって操作さ
れるデータを記憶するために使用され得る。処理システム１９１４はさらに、コンポーネ
ント１７５４、１７５６、および１７５８のうちの少なくとも１つをさらに含む。コンポ
ーネントは、プロセッサ１９０４中で実行中であり、コンピュータ読み取り可能媒体／メ
モリ１９０６中に存在する／記憶されたソフトウェアコンポーネントであるか、プロセッ
サ１９０４に結合された１つまたは複数のハードウェアコンポーネントであるか、または
それらの何らかの組み合わせであり得る。処理システム１９１４は、ｅＮＢ３１０のコン
ポーネントであり得、メモリ３７６、および／またはＴＸプロセッサ３１６、ＲＸプロセ
ッサ３７０、およびコントローラ／プロセッサ３７５のうちの少なくとも１つを含み得る
。
【０１４０】
　[00160]　一構成において、ネットワークエンティティは、ＲＳＵからインシデントに
関する送信を受信するための手段を含む。ネットワークエンティティは、ＲＳＵからのイ
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ンシデントに関する受信された送信に基づいて、ポイントツーマルチポイントブロードキ
ャストを確立するための手段をさらに含む。
【０１４１】
　[00161]　一構成において、ポイントツーマルチポイントブロードキャストは、ＭＢＭ
Ｓブロードキャストを含み得る。一構成において、ポイントツーマルチポイントブロード
キャストは、ＳＣ－ＰＴＭブロードキャストを含み得る。
【０１４２】
　[00162]　一構成において、ＲＳＵは、ＲＳＵにＭＢＭＳブロードキャストに関する情
報を送信するための手段をさらに含み得、ＭＢＭＳブロードキャストに関する情報は、Ｍ
ＢＭＳブロードキャストに同調するための情報を含む。
【０１４３】
　[00163]　一構成において、ＭＢＭＳブロードキャストに関する情報は、バックホール
上でＲＳＵに送信される。
【０１４４】
　[00164]　前述された手段は、前述された手段によって記載された機能を行うように構
成された装置１９０２’の処理システム１９１４および／または装置１９０２’の前述さ
れたコンポーネントのうちの１つまたは複数であり得る。上記に説明されたように、処理
システム１９１４は、ＴＸプロセッサ３６８、ＲＸプロセッサ３５６、およびコントロー
ラ／プロセッサ３５９を含み得る。そのため、一構成において、前述された手段は、前述
された手段によって記載された機能を行うように構成されたＴＸプロセッサ３６８、ＲＸ
プロセッサ３５６、およびコントローラ／プロセッサ３５９であり得る。
【０１４５】
　[00165]　前述された手段は、前述された手段によって記載された機能を行うように構
成された装置１３０２’の処理システム１９１４および／または装置１３０２の前述され
たコンポーネントのうちの１つまたは複数であり得る。上記に説明されたように、処理シ
ステム１９１４は、ＴＸプロセッサ３１６、ＲＸプロセッサ３７０、およびコントローラ
／プロセッサ３７５を含み得る。そのため、一構成において、前述された手段は、前述さ
れた手段によって記載された機能を行うように構成されたＴＸプロセッサ３１６、ＲＸプ
ロセッサ３７０、およびコントローラ／プロセッサ３７５であり得る。
【０１４６】
　[00166]　開示された処理／フローチャートにおけるブロックの特定の順序または階層
は、例となるアプローチの例証であることが理解される。設計の選好に基づいて、これら
処理／フローチャートにおけるブロックの特定の順序または階層は並べ替えられ得ること
が理解される。さらに、いくつかのブロックは、組み合わされるか、または省略され得る
。添付の方法の請求項は、サンプルの順序で様々なブロックの要素を提示しているが、提
示された特定の順序または階層に限定されるようには意図されない。
【０１４７】
　[00167]　先の説明は、いかなる当業者であっても、ここで説明された様々な態様を実
現することを可能にするように提供される。これらの態様への様々な修正は、当業者には
容易に明らかとなり、ここに定義された一般原理は、他の態様に適用され得る。したがっ
て、特許請求の範囲は、本明細書に示された態様に限定されるようには意図されず、特許
請求の範囲の文言と一致する全範囲が与えられるべきものであり、ここにおいて、単数形
の要素への参照は、具体的にそのように記述されていない限り、「１つ、および１つのみ
」を意味するようには意図されず、「１つまたは複数」を意味するように意図される。「
例となる（exemplary）」という用語は、ここで、「例、実例、または例証としての役割
を果たす」という意味で使用される。「例となる」ものとして本明細書に説明された何れ
の態様も、必ずしも、他の態様よりも好ましいまたは有利であると解釈されるべきではな
い。そうではないと具体的に記述されていない限り、「いくつかの」という用語は、１つ
または複数を指す。「Ａ、Ｂ、またはＣのうちの少なくとも１つ」、「Ａ、Ｂ、またはＣ
のうちの１つまたは複数」、「Ａ、Ｂ、およびＣのうちの少なくとも１つ」、「Ａ、Ｂ、
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およびＣのうちの１つまたは複数」、および「Ａ、Ｂ、Ｃ、またはそれらの任意の組み合
わせ」のような組み合わせは、Ａ、Ｂ、および／またはＣの任意の組み合わせを含み、複
数のＡ、複数のＢ、または複数のＣを含み得る。具体的には、「Ａ、Ｂ、またはＣのうち
の少なくとも１つ」、「Ａ、Ｂ、またはＣのうちの１つまたは複数」、「Ａ、Ｂ、および
Ｃのうちの少なくとも１つ」、および「Ａ、Ｂ、およびＣのうちの１つまたは複数」、お
よび「Ａ、Ｂ、Ｃ、またはそれらの任意の組み合わせ」のような組み合わせは、Ａのみ、
Ｂのみ、Ｃのみ、ＡとＢ、ＡとＣ、ＢとＣ、またはＡとＢとＣであり得、ここで、任意の
そのような組み合わせは、Ａ、Ｂ、またはＣのうちの１つまたはメンバまたは複数のメン
バを含み得る。当業者に知られているか、または後に知られることとなる、本開示全体を
通じて説明された様々な態様の要素に対する全ての構造的および機能的な同等物は、参照
によってここに明確に組み込まれ、特許請求の範囲によって包含されるように意図される
。その上、本明細書で開示されたものはいずれも、このような開示が特許請求の範囲にお
いて明記されているかどうかにかかわらず、公衆に献呈されるようには意図されていない
。「モジュール」、「メカニズム」、「要素」、「デバイス」などのような用語は、「手
段」という用語の代替にはならない可能性がある。そのため、いずれの請求項の要素も、
その要素が「～のための手段」というフレーズを使用して明示的に記載されていない限り
、ミーンズプラスファンクションとして解釈されるべきではない。
　以下に本願の出願当初の特許請求の範囲に記載された発明を付記する。
［Ｃ１］　ロードサイドユニット（ＲＳＵ）の方法であって、
　ユーザ機器（ＵＥ）からビークルツーＸ（Ｖ２Ｘ）メッセージを受信することと、
　前記Ｖ２Ｘメッセージに関連付けられた情報をブロードキャストすることと、
　ポイントツーマルチポイントブロードキャストのためのネットワークエンティティに前
記Ｖ２Ｘメッセージに関連付けられた前記情報を送ることと、
　を備える方法。
［Ｃ２］　前記Ｖ２Ｘメッセージに関連付けられた前記情報を含むポイントツーマルチポ
イントブロードキャストを受信することと、
　前記ポイントツーマルチポイントブロードキャストにおいて受信された前記Ｖ２Ｘメッ
セージに関連付けられた前記情報をブロードキャストすることと、
　をさらに備える、Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ３］　前記ポイントツーマルチポイントブロードキャストは、マルチメディアブロー
ドキャストマルチキャストサービス（ＭＢＭＳ）ブロードキャストである、Ｃ２に記載の
方法。
［Ｃ４］　前記ポイントツーマルチポイントブロードキャストは、単一セルポイントツー
マルチポイント（ＳＣ－ＰＴＭ）ブロードキャストである、Ｃ２に記載の方法。
［Ｃ５］　前記Ｖ２Ｘメッセージは、ＭＢＭＳブロードキャストに同調するためのブート
ストラッピング情報を含む、Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ６］　ロードサイドユニット（ＲＳＵ）の方法であって、
　第１のビークルツーＸ（Ｖ２Ｘ）メッセージからの情報を含むポイントツーマルチポイ
ントブロードキャストを受信することと、
　前記ポイントツーマルチポイントブロードキャストにおいて受信された前記第１のＶ２
Ｘメッセージに関連付けられた前記情報をブロードキャストすることと、
　を備える方法。
［Ｃ７］　前記ポイントツーマルチポイントブロードキャストは、マルチメディアブロー
ドキャストマルチキャストサービス（ＭＢＭＳ）ブロードキャストを備える、Ｃ６に記載
の方法。
［Ｃ８］　前記ポイントツーマルチポイントブロードキャストは、単一セルポイントツー
マルチポイント（ＳＣ－ＰＴＭ）ブロードキャストを備える、Ｃ６に記載の方法。
［Ｃ９］　第２のＶ２Ｘメッセージを受信すること、前記第２のＶ２Ｘメッセージは、ユ
ーザ機器（ＵＥ）から受信され、前記ポイントツーマルチポイントブロードキャストおよ
び前記第１のＶ２Ｘメッセージの前に生じる、と、
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　ネットワークエンティティに前記第２のＶ２Ｘメッセージに関連付けられた情報を送る
ことと、
　をさらに備え、
　ここにおいて、前記受信された第２のＶ２Ｘメッセージは、前記第１のＶ２Ｘメッセー
ジに関連付けられる、
　Ｃ６に記載の方法。
［Ｃ１０］　前記第２のＶ２Ｘメッセージに関連付けられた情報をブロードキャストする
ことと、　前記第１のＶ２Ｘメッセージに関連付けられた前記情報をブロードキャストす
ると、前記第２のＶ２Ｘメッセージに関連付けられた前記情報をブロードキャストするこ
とを控えることと、
　をさらに備える、Ｃ９に記載の方法。
［Ｃ１１］　前記第２のＶ２Ｘメッセージに関連付けられた前記情報は、バックホール上
で前記ネットワークエンティティに送られる、Ｃ９に記載の方法。
［Ｃ１２］　前記第１のＶ２Ｘメッセージおよび前記第２のＶ２Ｘメッセージは、インシ
デント情報を含む、Ｃ９に記載の方法。
［Ｃ１３］　前記第１のＶ２Ｘメッセージおよび前記第２のＶ２Ｘメッセージは、同一で
ある、Ｃ９に記載の方法。
［Ｃ１４］　前記第１のＶ２Ｘメッセージは、前記第２のＶ２Ｘメッセージと第３のＶ２
Ｘメッセージに関連付けられた情報とを含む、Ｃ９に記載の方法。
［Ｃ１５］　前記Ｖ２Ｘメッセージは、ＭＢＭＳブロードキャストに同調するためのブー
トストラッピング情報を含む、Ｃ６に記載の方法。
［Ｃ１６］　ワイヤレス通信のための装置であって、前記装置は、ロードサイドユニット
（ＲＳＵ）であり、
　メモリと、
　前記メモリに結合され、および
　ユーザ機器（ＵＥ）からビークルツーＸ（Ｖ２Ｘ）メッセージを受信することと、
　前記Ｖ２Ｘメッセージに関連付けられた情報をブロードキャストすることと、
　ポイントツーマルチポイントブロードキャストのためのネットワークエンティティに前
記Ｖ２Ｘメッセージに関連付けられた前記情報を送ることと、
　を行うように構成された、少なくとも１つのプロセッサと、
　を備える、装置。
［Ｃ１７］　前記少なくとも１つのプロセッサは、
　前記Ｖ２Ｘメッセージに関連付けられた前記情報を含むポイントツーマルチポイントブ
ロードキャストを受信することと、
　前記ポイントツーマルチポイントブロードキャストにおいて受信された前記Ｖ２Ｘメッ
セージに関連付けられた前記情報をブロードキャストすることと、
　を行うようにさらに構成される、Ｃ１６に記載の装置。
［Ｃ１８］　前記ポイントツーマルチポイントブロードキャストは、マルチメディアブロ
ードキャストマルチキャストサービス（ＭＢＭＳ）ブロードキャストである、Ｃ１７に記
載の装置。
［Ｃ１９］　前記ポイントツーマルチポイントブロードキャストは、単一セルポイントツ
ーマルチポイント（ＳＣ－ＰＴＭ）ブロードキャストである、Ｃ１７に記載の装置。
［Ｃ２０］　前記Ｖ２Ｘメッセージは、ＭＢＭＳブロードキャストに同調するためのブー
トストラッピング情報を含む、Ｃ１６に記載の装置。
［Ｃ２１］　ワイヤレス通信のための装置であって、前記装置は、ロードサイドユニット
（ＲＳＵ）であり、
　メモリと、
　前記メモリに結合され、および
　第１のビークルツーＸ（Ｖ２Ｘ）メッセージからの情報を含むポイントツーマルチポイ
ントブロードキャストを受信することと、
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　前記ポイントツーマルチポイントブロードキャストにおいて受信された前記第１のＶ２
Ｘメッセージに関連付けられた前記情報をブロードキャストすることと、
　を行うように構成された、少なくとも１つのプロセッサと、
　を備える装置。
［Ｃ２２］　前記ポイントツーマルチポイントブロードキャストは、マルチメディアブロ
ードキャストマルチキャストサービス（ＭＢＭＳ）ブロードキャストを備える、Ｃ２１に
記載の装置。
［Ｃ２３］　前記ポイントツーマルチポイントブロードキャストは、単一セルポイントツ
ーマルチポイント（ＳＣ－ＰＴＭ）ブロードキャストを備える、Ｃ２１に記載の装置。
［Ｃ２４］　前記少なくとも１つのプロセッサは、
　第２のＶ２Ｘメッセージを受信すること、前記第２のＶ２Ｘメッセージは、ユーザ機器
（ＵＥ）から受信され、前記ポイントツーマルチポイントブロードキャストおよび前記第
１のＶ２Ｘメッセージの前に生じる、と、
　ネットワークエンティティに前記第２のＶ２Ｘメッセージに関連付けられた情報を送る
ことと、
　を行うようにさらに構成され、
　ここにおいて、前記受信された第２のＶ２Ｘメッセージは、前記第１のＶ２Ｘメッセー
ジに関連付けられる、
　Ｃ２１に記載の装置。
［Ｃ２５］　前記少なくとも１つのプロセッサは、
　前記第２のＶ２Ｘメッセージに関連付けられた情報をブロードキャストすることと、　
前記第１のＶ２Ｘメッセージに関連付けられた前記情報をブロードキャストすると、前記
第２のＶ２Ｘメッセージに関連付けられた前記情報をブロードキャストすることを控える
ことと、
　を行うようにさらに構成される、Ｃ２４に記載の装置。
［Ｃ２６］　前記少なくとも１つのプロセッサは、バックホール上で前記ネットワークエ
ンティティに、前記第２のＶ２Ｘメッセージに関連付けられた前記情報を送るようにさら
に構成される、Ｃ２４に記載の装置。
［Ｃ２７］　前記第１のＶ２Ｘメッセージおよび前記第２のＶ２Ｘメッセージは、インシ
デント情報を含む、Ｃ２４に記載の装置。
［Ｃ２８］　前記第１のＶ２Ｘメッセージおよび前記第２のＶ２Ｘメッセージは、同一で
ある、Ｃ２４に記載の装置。
［Ｃ２９］　前記第１のＶ２Ｘメッセージは、前記第２のＶ２Ｘメッセージと第３のＶ２
Ｘメッセージに関連付けられた情報とを含む、Ｃ２４に記載の装置。
［Ｃ３０］　前記Ｖ２Ｘメッセージは、ＭＢＭＳブロードキャストに同調するためのブー
トストラッピング情報を含む、Ｃ２１に記載の装置。
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